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広報

ま ち の 風 景

風に揺れる 800鉢の花 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
弓
道
衣
・
袴
姿
の
選

手
、
会
場
に
張
り
つ
め
る
緊
張
感
は
、
武

道
の
流
れ
を
く
む
弓
道
な
ら
で
は
。
ま
た
、

カ
ヌ
ー
の
レ
ー
ス
で
は
高
校
生
が
若
い
力

を
ぶ
つ
け
合
い
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し

た
。
九
月
に
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
四

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
各
地
域
で
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
に

よ
り
、
歓
迎
ム
ー
ド
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
挙
げ
て
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

表
紙
の
紹
介

（国体リハーサル・弓道大会で） （国体リハーサル・弓道大会で） 
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日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
早
期
実
現
を
目
指

し
、
青
森
・
秋
田
・
山
形
・
新
潟
の
、
二
十
の
青
年

会
議
所
が
手
を
携
え
て
始
ま
っ
た
「
日
本
海
夕
陽
ラ

イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
。
十
九
回
目
と
な
る
今
回
は

六
月
十
日
、
市
総
合
体
育
館
を
会
場
に
、
関
係
各
県

か
ら
約
千
人
が
参
加
し
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

  

　
白
鳳
大
学
教
授
で
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
福

岡
政
行
氏
が
「
元
気
・
景
気
・
明
日
」
と
題
し
講
演
。

福
岡
教
授
は
「
秋
田
県
は
全
国
で
最
も
人
口
減
少
率

が
大
き
い
県
。
莫
大
な
借
金
を
抱
え
る
今
の
日
本
が
、

効
率
化
を
目
指
し
て
切
り
捨
て
論
に
走
る
と
当
然
し
わ

寄
せ
を
受
け
る
が
、
均
衡
あ
る
国
土
の
発
展
を
考
え
、

日
本
全
体
の
活
力
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
効
率
化

だ
け
で
は
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
熱
意
を
持
っ

て
訴
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
利
用
率
の
高
さ
だ
け

で
見
る
の
で
は
な
く
、
高
速
道
路
は
や
は
り
つ
な
い

だ
方
が
い
い
。
必
要
な
公
共
事
業
は
必
要
だ
と
い
う

こ
と
を
、
き
ち
ん
と
し
た
理
念
で
と
ら
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
交

え
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
語
り
ま
し
た
。 

  

　
基
調
講
演
を
行
っ
た
福
岡
教
授
、
東
洋
大
学
教
授

の
白
石
真
澄
氏
、
秋
田
県
産
業
技
術
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
の
中
西
大
和
氏
、
新
潟
県
に
あ
る
菊
水
酒

造
　
社
長
の
高
澤
大
介
氏
の
四
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を

務
め
、
「
日
本
海
沿
岸
東
北
地
域
の
発
展
と
未
来
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し

合
い
ま
し
た
。 

　 

「
少
子
高
齢
化
現
象
を
考
え
る
と
、
経
済
効
果
だ

け
で
は
な
く
、
救
急
搬
送
な
ど
生
命
の
安
全
の
面
か

ら
も
道
路
整
備
は
急
務
」
「
道
路
を
作
る
こ
と
に
よ

る
出
費
よ
り
、
作
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
機
会
損
失
に

目
を
向
け
、
国
家
戦
略
と
し
て
整
備
を
進
め
る
べ
き
」

「
高
速
道
路
が
で
き
て
か
ら
ど
う
す
る
か
で
は
な
く
、

計
画
の
段
階
で
ど
の
よ
う
な
活
用
の
仕
方
を
し
て
い

く
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
「
道
路
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
で
、
日
本
海
沿
岸
東
北
地
方
は
日
本
の
食
料
倉
庫

と
し
て
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
提
言
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
「
日
本
海
夕
陽
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
イ

ン
由
利
本
荘
」
を
主
催
し
た
　
由
利
本
荘
青
年
会
議

所
の
理
事
長
・
菊
地
孝
一
さ
ん
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
「
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
開
通
は
地
域

経
済
の
発
展
だ
け
で
な
く
、
都
市
間
の
文
化
交
流
や

私
た
ち
の
命
に
直
結
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
の
早
期
実
現
の
熱
意
を
、
こ
の
地

か
ら
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
平
成
十
九
年
の
開
通
を
目
指
し
、
現
在
着
々
と
工

事
が
進
む
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
「
仁
賀
保
〜

本
荘
間
」
と
「
本
荘
〜
岩
城
間
」（
四
〜
五
頁
参
照
）。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
情
熱
を
傾
け
た
夕
陽
の
ラ
イ

ン
が
高
速
道
路
と
し
て
一
本
に
つ
な
が
る
日
を
、
多

く
の
市
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

■
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
本
当
に
必
要
な
連
携
を 

第
一
部  

基
調
講
演 

■
高
速
道
路
か
ら
広
が
る
可
能
性
を
考
え
る 

第
二
部  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

（株） 

（社） 

①パネルディスカッションのコーディネーター

　を努めた跡見学園女子大学助教授の中林美恵

　子氏（左）とアドバイザーの国土交通省道路局

　国道・防災課長の鈴木克宗氏（右）

②さまざまな提言をした４人のパネリスト

③熱心に聞き入る参加者

　今まで分からなかった
こと、聞きたかったこと
が聞けて大変参考になり
ました。 
　高速道路の完成によっ
て、地域がこれからどう
発展していくのか楽しみ
です。 

参加者のこえ 

鈴木  優子さん 
（石　脇） 

①

②

③

基調講演を行った福岡政行教授 

２ 広報ゆりほんじょう 

～ 第　回  日本海夕陽ラインシンポジウム １９１９ 
in 由利本荘 ～ 

～ 第　回  日本海夕陽ラインシンポジウム １９ 
in 由利本荘 ～ 

ば
く 
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国道105号  深沢ご線橋�
�

芦
川
砂
防
え
ん
堤
の
湖
面
に
マ
ッ
チ
し
た
高
架
橋�

�

子吉川に並ぶ橋脚�
�

早期整備が待たれる「本荘道路」�
�

工
事
は
順
調
、
近
づ
く
開
通�

両
区
間
で
順
調
に
進
む
工
事�

　
均
衡
あ
る
国
土
の
発
展
と
沿
岸
地
域
の
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、�

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
早
期
実
現
の
熱
望
が
会
場
に
あ
ふ
れ�

た
日
本
海
夕
陽
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
地
域
経
済
を
支
え
、
豊
か�

で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
カ
ギ
を
握
る
大
動
脈
の
開
通
は
、
私�

た
ち
が
最
も
関
心
を
寄
せ
る
事
業
の
一
つ
で
す
。�

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
に
照
準
を
合
わ
せ
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て�

き
た
工
事
の
状
況
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
カ
メ
ラ
を
向
け
て
み�

ま
し
た
。
（
写
真
撮
影
は
六
月
二
十
日
）�

�

　
由
利
本
荘
市
域
で
施
工
し
て
い
る
日
本

海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
は
、
新
直
轄
方
式

で
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
（
旧
日
本

道
路
公
団
）
に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
「
本
荘
〜
岩
城
間
」
と
、
自
動
車
専

用
道
路
と
し
て
国
直
轄
で
整
備
し
て
い
る

「
仁
賀
保
〜
本
荘
間
」
で
す
。�

　
「
本
荘
〜
岩
城
間
」
は
、
二
十
六
木
地

内
の
　
本
荘
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
岩

城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
延
長
二
十

一
㌔
㍍
。
平
成
十
年
六
月
に
事
業
着
手
し

て
以
来
、
ト
ン
ネ
ル
、
芋
川
橋
、
高
架
橋

な
ど
の
難
工
事
も
順
調
に
進
み
、
四
、
五

十
㍍
も
の
橋
脚
が
山
合
い
に
そ
び
え
る
景

観
は
圧
巻
で
す
。
国
道
　
号
と
交
差
す
る

深
沢
橋
の
こ
線
橋
も
姿
を
見
せ
、
現
在
、

衣
川
な
ど
を
ま
た
ぐ
松
ヶ
崎
高
架
橋
北
側
、

芋
川
橋
か
ら
福
山
高
架
橋
間
、
　
本
荘
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
で
工
事
用
車
両
が

土
煙
を
上
げ
、
日
に
日
に
工
事
の
進
展
が

目
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
「
仁
賀
保
〜
本
荘
間
」
は
仁
賀
保
両
前

寺
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
　
本
荘
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
延
長
十
二
・
五
。

㌔
㍍
「
本
荘
〜
岩
城
間
」
よ
り
二
年
遅
れ

て
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
掘
削
中
の

仁
賀
保
、
西
目
間
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
西

目
平
野
の
南
端
を
横
断
す
る
路
線
は
全
容

を
く
っ
き
り
表
し
、
山
裾
を
縫
っ
て
船
岡

の
南
端
に
向
か
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
子
吉

平
野
を
横
断
し
、
　
本
荘
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
「
本
荘
〜
岩
城
」
道
路
に
結
ば
れ

ま
す
。
子
吉
川
に
並
ん
だ
橋
脚
も
橋
げ
た

が
乗
る
の
を
待
つ
ば
か
り
の
状
態
と
な
り
、

　
号
と
　
号
の
二
本
の
、
国
道
と
交
差
す

る
こ
線
橋
工
事
な
ど
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

　
両
区
間
の
工
事
を
進
め
る
、
国
土
交
通

省
と
東
日
本
高
速
道
路
で
は
「
工
事
は
順

調
で
す
。
地
元
が
寄
せ
る
高
速
道
路
へ
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
早
期
に
開
通

で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。�

��

　
平
成
十
九
年
に
開
通
予
定
の
高
速
道
路

の
　
本
荘
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
連
絡

や
渋
滞
解
消
な
ど
を
目
的
に
進
め
る
、
国

道
　
号
「
本
荘
道
路
」
の
拡
幅
改
良
工
事

は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
秋
田
県
が
裁
判

所
前
の
交
差
点
か
ら
蓼
沼
交
差
点
ま
で
の

延
長
約
二
㌔
㍍
の
区
間
で
事
業
を
開
始
。

市
民
生
活
や
産
業
活
動
に
密
接
に
か
か
わ

る
幹
線
道
路
で
あ
り
、
完
成
す
る
高
速
道

路
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
ア
ク
セ
ス
の
た
め
に

も
早
期
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。�

待
た
れ
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備�

山すそを縫う路線が鮮明に（西目）�
�

見えてきた

子吉平野を横断する�
高速道路�

１０８�

１０７�

１０５�

１０７�

す
そ�

新しい動脈
酒
田
み
な
と�

IC

約26km�
県内9km

13.7km 12.5km 9.3km 12.3km 14.3km 2.4km 2.9km
象
潟�

IC

仁
賀
保�

IC

本
荘�

IC

大
内�

JCT

岩
城�

IC

秋
田
空
港�

IC

河
辺
Ｊ
Ｃ
Ｔ�

秋
田
南�

IC

象潟�
仁賀保道路�
象潟�

仁賀保道路�
仁賀保�
本荘道路�
仁賀保�
本荘道路�

（仮）�

（仮）� （仮）�

（仮）�

（仮）�

（仮）遊佐IC�
�

（仮）象潟IC�
�

（仮）仁賀保IC�
�

（仮）大内JCT�
�

（仮）本荘IC�
�

岩城IC�
�

秋田空港IC�
�

秋田南IC�
�

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道�

�

秋
田
自
動
車
道�

�

岩谷道路�
�

象潟仁賀保道路�
�

仁賀保本荘道路�
�

酒田みなとIC�
�

H14.10.26�
供用�

H13.7.7�
供用�

H13.7.7�
供用�

H14.10.26�
供用�

H13.7.7�
供用�

H13.7.7�
供用�

日
　
本
　
海�
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由
利
本
荘
市
誕
生
後
、
第
一
号
と
な
る

誘
致
企
業
が
決
ま
り
、
市
は
六
月
十
六
日

開
か
れ
た
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
報

告
し
ま
し
た
。�

　
誘
致
企
業
は
石
川
島
播
磨
重
工
業�

（
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、東
京
、伊
藤
源
嗣
社
長
）
が
１

０
０
％
出
資
す
る
新
会
社
の
「
技
研
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
　
」
（
久
保
山
修
一
社
長
、
資

本
金
五
千
万
円
）
で
、
液
晶
製
造
装
置
な

ど
に
高
い
技
術
力
と
コ
ス
ト
競
争
力
を
持

つ
鈴
木
技
研
工
業
　
（
鈴
木
理
一
社
長
）

と
関
連
会
社
の
技
研
メ
カ
ニ
ク
ス
か
ら
事

業
全
般
を
譲
渡
方
式
に
よ
り
継
承
し
、
液

晶
パ
ネ
ル
製
造
装
置
の
部
品
か
ら
完
成
品

ま
で
の
一
貫
生
産
を
行
う
も
の
で
す
。�

　
技
研
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
　
は
鈴
木
技
研
グ

ル
ー
プ
か
ら
鈴
木
社
長
と
従
業
員
四
十
四

人
を
移
籍
し
て
操
業
。
数
年
後
に
は
地
元

採
用
で
従
業
員
を
五
十
人
に
増
や
し
、
年

間
売
上
高
を
十
億
円
に
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
あ
る
Ｉ

Ｈ
Ｉ
初
の
秋
田
の
拠
点
と
し
て
、
次
の
誘

致
な
ど
に
つ
な
が
り
、
雇
用
拡
大
、
技
術

集
積
な
ど
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

����

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
や
造
船
、
民
間

航
空
エ
ン
ジ
ン
製
造
な
ど
、
総
合
重
機
大

手
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
十
年
ほ
ど
前
か
ら
電
子
機

器
産
業
に
参
入
。
一
方
、
液
晶
パ
ネ
ル
製

造
用
の
真
空
装
置
や
精
密
部
品
、
制
御
シ

ス
テ
ム
の
設
計
製
作
な
ど
を
手
掛
け
て
い

る
鈴
木
技
研
工
業
は
、
大
手
企
業
の
傘
下

で
自
社
の
持
つ
技
術
の
応
用
や
安
定
経
営

を
目
指
し
て
お
り
、
製
品
の
取
り
引
き
の

あ
っ
た
Ｉ
Ｈ
Ｉ
と
協
議
を
続
け
事
業
の
譲

渡
を
す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。�

　
新
会
社
の
技
研
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
工

場
内
に
新
た
な
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
設
け

て
、
液
晶
装
置
の
完
成
品
を
生
産
。
現
在

未
使
用
の
工
場
を
稼
働
さ
せ
て
生
産
を
増

や
す
ほ
か
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
業
務
も
手

掛
け
る
な
ど
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
国
内
の
液
晶
パ

ネ
ル
製
造
装
置
の
生
産
拠
点
と
位
置
づ
け

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
進
出
を
決
め
た
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
篠
原
康
男
常

務
と
、
技
研
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
生
産
本
部

長
に
就
任
す
る
鈴
木
社
長
は
柳
田
市
長
を

訪
れ
、
新
会
社
の
方
針
を
伝
え
な
が
ら
面

談
。
合
併
前
の
一
市
七
町
へ
の
誘
致
済
み

の
企
業
は
こ
れ
ま
で
十
五
社
十
八
工
場
で

す
が
、
合
併
後
初
の
企
業
誘
致
の
朗
報
に
、

地
域
の
豊
富
な
人
材
を
活
用
し
、
工
場
も

雇
用
も
拡
大
し
て
新
市
に
元
気
が
出
る
こ

と
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
話
を
弾
ま

せ
ま
し
た
。�

工
場
内
を
視
察
す
る
市
議
会
総
務
財
政
常
任�

委
員
の
一
行�

篠原常務ほかＩＨＩ関係者が柳田市長と面談�

液晶パネル製造装置生産の拠点となる技研テクノロジーの工場�

Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
一
〇
〇
％
子
会
社�

石川島播磨重工業（IHI）グループが進出�

「
技
研
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

　
」�

（株）�

（株）�

（株）�

（株）�

（株）�
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六
月
九
日
に
招
集
さ
れ
た
平
成
十
八
年
第
二
回
市
議
会

定
例
会
で
、
監
査
委
員
に
斉
藤
好
三
氏
を
、
教
育
委
員
会

委
員
に
矢
萩
富
貴
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

【
監
査
委
員
】

斉
藤
好
三
氏
（　
歳
・
二
十
六
木
・
新
任
）

５９

　

拓
殖
大
学
卒
業
。
昭
和
五
十
八
年
旧

本
荘
市
議
会
議
員
、
平
成
十
一
年
同
議

長
、
同
十
七
年
由
利
本
荘
市
議
会
議
員
。

【
教
育
委
員
会
委
員
】

矢
萩
富
貴
氏
（　

歳
・
前
郷
・
再
任
）

４８

　

秋
田
大
学
卒
業
。
平
成
十
一
年
旧
由

利
町
教
育
委
員
会
委
員
、
平
成
十
七
年

由
利
本
荘
市
教
育
委
員
会
委
員
。

　

毎
年
、
春
と
秋
、
全
国
の
社
会
を
明
る

く
す
る
活
動
を
行
っ
た
人
、
団
体
な
ど
を

表
彰
し
て
い
る�
日
本
善
行
会
（
川
村
皓

章
会
長
）
か
ら
、
新
山
小
学
校
（
佐
藤
寛

校
長
）
が
善
行
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
年
春
季
の
善
行
表
彰
は
県
内
で
は
新

山
小
学
校
だ
け
で
、
校
内
の
清
掃
が
必
要

と
気
づ
い
た
と
こ
ろ
を
率
先
し
て
き
れ
い

に
す
る
「
気
づ
き
の
清
掃
」
や
通
学
路
の

ご
み
拾
い
、
プ
ル
タ
ブ
や
ア
ル
ミ
缶
を
回

収
し
て
還
元
し
た
車
い
す
を
施
設
に
寄
贈

す
る
な
ど
の
長
年
の
善
行
活
動
が
認
め
ら

れ
、
青
少
年
善
行
表
彰
の
環
境
美
化
部
門

で
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

写
真
／　

表
彰
状
と
楯
を
手
に
笑
顔
満
面
。

左
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
長
・
金
子
星
君

（
六
年
）、児
童
会
本
部
委
員
の
大
門
久
恵

さ
ん
（
六
年
）、
佐
藤
校
長
。

　

平
成
十
九
年
産
米
か
ら
導
入
さ
れ
る
国

の
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
に
向
け
、
六

月
一
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
由
利
本
荘
市
・

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
「
担
い
手
支
援
セ
ン

タ
ー
」。セ
ン
タ
ー
の
窓
口
が
置
か
れ
て
い

る
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
本
店
の
入
り
口
に
、

こ
の
ほ
ど
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
と
Ｊ

Ａ
が
連
携
し
て
集
落
営
農
や
認
定
農
業
者

の
経
理
・
経
営
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

看
板
を
掲
げ
る
柳
田
市
長
と
阿
部
代
表
理
事
組
合
長
（
左
）
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来
秋
開
催
の
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
に

向
け
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、
六
月

十
日
〜
十
一
日
に
は
「
全
日
本
勤
労
者
弓

道
選
手
権
大
会
」
が
、
十
七
日
〜
十
八
日

に
は
「
東
北
高
等
学
校
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー

タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
本
番
へ
の
ム
ー
ド
も
高
ま
る
会
場
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
元
中
高
生
た
ち
が
県

外
か
ら
集
う
選
手
を
温
か
く
迎
え
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
の
円
滑
な
運
営

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。�

　
全
日
本
弓
道
連
盟
な
ど
が
主
催
す
る
勤

労
者
弓
道
大
会
は
本
荘
弓
道
場
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
八
十
二
チ
ー
ム
、

総
勢
三
百
十
人
が
参
加
し
、
チ
ー
ム
三
人

に
よ
る
団
体
競
技
で
勝
敗
が
争
わ
れ
ま
し

た
。
実
施
さ
れ
た
種
目
は
、
直
径
三
十
六

㌢
の
的
に
向
か
っ
て
矢
を
放
つ
近
的
競
技
。

終
始
安
定
し
た
的
中
で
㈱
高
知
銀
行
Ａ
チ

ー
ム
が
初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
東
北
高
等
学
校
体
育
連
盟
な
ど

の
主
催
に
よ
る
フ
ラ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ

ー
シ
ン
グ
カ
ヌ
ー
大
会
は
、
ア
ク
ア
パ
ル

前
の
子
吉
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開
催

さ
れ
、
青
森
県
を
除
く
東
北
各
県
か
ら
男

女
合
わ
せ
て
百
三
十
一
人
の
選
手
が
参
加
。

五
百
㍍
の
特
設
コ
ー
ス
を
舞
台
に
、
選
手

た
ち
は
腕
を
大
き
く
回
し
て
パ
ド
ル
と
呼

ば
れ
る
櫂
を
漕
ぎ
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な

が
ら
熱
戦
を
展
開
。
宮
城
県
の
中
新
田
高

校
が
総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。�

　
市
内
で
は
初
の
開
幕
と
な
る
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
会
場
で
は
、
小
学
生
の
手
書
き

を
加
え
た
の
ぼ
り
約
百
本
が
選
手
ら
を
激

励
。
弓
道
大
会
、
カ
ヌ
ー
大
会
と
も
に
延

べ
二
千
人
の
観
衆
が
、
技
と
力
の
対
戦
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
両
大
会
の

運
営
に
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
百

三
十
人
、
中
高
生
約
七
十
人
が
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。�

　
市
国
体
事
務
局
で
は
「
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
は
九
月
に
四
競
技
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

こ
の
後
も
続
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
本
番
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
間
近
で
選
手
た
ち
に
声
援
を
送
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
、
地
域
挙
げ
て
一
層
の
盛
り

上
げ
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。�

　
国
体
は
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
。
本
県
で
は
四
十
六
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
る
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
が
地
域
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
前
回
を
上
回
る
素
晴

ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

■ 

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
始
ま
る
―
―
―�

本
番
意
識
し
競
技
を
運
営�

全
国
か
ら
三
百
人
を
超
え
る
弓
士
が
参
加
―�

リズミカルに、力強くパドルを操る男子選手�

的に向かい、一点集中―�

国
体
Ｐ
Ｒ
の
の
ぼ
り
も
は
た
め
い
て�

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
村
上
助
役�

か
い�

こ�
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平
成
十
九
年
の
秋
田
わ
か
杉
国
体
に
向
け

て
昨
年
九
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

「
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
」
の
工
事
が
終
了
し
、

六
月
二
十
二
日
に
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

本
荘
地
域
荒
町
に
新
設
さ
れ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
は
、
二
万
三
千
十
平
方�
の
用
地

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
駐
車
場
の
ほ
か
、
フ
ェ

ン
ス
や
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
な
ど
の
付
帯
施
設
、

管
理
棟
、
ト
イ
レ
な
ど
を
整
備
。
二
面
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
ス
ム
ー
ズ
な
大
会
進
行
が
期
待

で
き
る
と
と
も
に
、
管
理
棟
内
に
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ま
た
ナ
イ

タ
ー
照
明
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
総
事
業
費

は
約
四
億
七
千
七
百
五
十
万
円
。 

　

式
典
に
は
柳
田
市
長
や
関
係
者
約
百
人
が

出
席
し
、
市
・
国
や
県
・
工
事
関
係
者
な
ど

七
人
が
入
り
口
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま

し
た
。
柳
田
市
長
は
「
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
に
併
せ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の
建
設

に
つ
い
て
市
議
会
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
、「
来
年
は
こ
こ

で
国
体
が
開
か
れ
ま
す
。
選
手
の
頑
張
り
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

台
湾
女
性
チ
ー
ム
の
陳
彦
君
投
手
に
よ
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
続
き
、
本
荘
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
の
高
橋
一

生
君
、
加
賀
亘
君
が
始
球
式
を
行
っ
た
後
、

市
内
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
交
流
試
合
を
実
施

し
、
新
し
い
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

九
月
に
は
、
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し

て
開
催
の
「
全
日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
」
で
、
全
国
か
ら
集
う
精
鋭

た
ち
の
熱
戦
の
舞
台
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
�
　
　�
　

６
２
８
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ　
　�
　

６
６
２
４

２４

２３

使用料（１面につき）
区　分

一日あたり一時間あたり

児童・学生
８４０円

一　般
１，６８０円

児童・学生
１０５円

一　般
２１０円

入場料

な　し

児童・学生
５，８８０円

一　般
１１，３４０円

児童・学生
７３５円

一　般
１，２６０円

入場料

あ　り

１面点灯　　　　　　２，１００円
２面点灯　　　　　　４，２００円
　※１時間あたり

夜　間

照　明

施設利用のご案内施設利用のご案内
完
成
祝
い
、
喜
び
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

本
荘
地
域
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た�

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場�
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場�市内シニアチームによる交流試合市内シニアチームによる交流試合

横手市�

市ソフトボール場�

市
街�

本荘総合支所�
小友出張所�

ＪＡ秋田しんせい�

●�

●�

●�

●�
カナモト�

ほくとう�

107

９月、国体リハーサル大会�

「全日本女子ソフトボール大会」で�

９月、国体リハーサル大会�

「全日本女子ソフトボール大会」で�



10広報ゆりほんじょう�

　　道を始めて１８年目、全国大会には１０年ぶりの参加です。きれいな道場で、久し
　　ぶりに緊張感あふれる大会を楽しませてもらいました。スタッフの方々は皆さ
ん親切で、いろいろと配慮してくださり、選手としてはやりやすい環境でした。た
だ、体育館で控えている時に競技の進行状況が把握できませんでした。選手は緊張
して待機していますので、次回はそのあたりの広報へ�
の対処をお願いしたいと感じました。�
　仕事など忙しくしていますが、弓道は一生続けてい�
けるスポーツであり、今後も趣味として修練を積みた�
いと思っています。�

（京都府警察鉄道警察隊・37歳）�大友雅子さん�

きれいな道場、久しぶりの緊張感でした�

弓

　　道大会の開会式で、秋田県のプラカードを持ちました。プラカーダーという役
　　は初めてで、都道府県名とチーム名が紹介されるに従い、全国大会なんだと感
じて緊張しました。私自身もチームの一人に加わったような気持ちになり、「地元
の選手の皆さんに頑張ってほしい」と心の中で思っていました。�
　プラカーダーは、主に本荘南中ブラスバンド部の女�
子部員が担当しました。来年の国体では、みんなで楽�
器を持ち、ブラスバンド部として演奏などでのお手伝�
いができればと思ってみたりします。�
�

（本荘南中学校１年）�尾留川 茜さん�

地元秋田が活躍することを願いました�

弓

　　日が雨でしたので、天候を一番心配しましたが、競技初日にはすっかり上がり、
　　まずはほっとしました。案内や休憩室の整理など、ボランティアの皆さんのお
かげで、運営はスムーズだったと思います。高校生の補助員が頑張り、招集などにこ
まめに働いてくれましてとても助かりました。地元各高校弓道部への入部が増えた
ことも陰の力になりました。お手伝いいただいた県内�
の弓道関係者の方々にも感謝しています。�
　大きなクレームはなかったのですが、中央の先生方�
から２、３点のご指摘をいただき、本番の国体ではその�
アドバイスを生かし、成功を期したいと思っています。�

（市弓道連盟会長、�
　県弓道連盟副会長・71歳）�浦壁正樹さん�

ボランティア、県内関係者に感謝しています�

前

１１� 広報ゆりほんじょう�

団体リハーサル大会開幕！！�

　　の大会ではいい成績も出ましたが、課題も多く、次につなげられるようにした
　　いと思います。自動発艇でのスタートなど、東北大会でも初めての立派なコー
スで感動しました。良い環境で試合ができて幸せでした。�
　フラットウォーターレーシングは、通常は湖面などで行うのですが、川というこ
　　　　　　　　　　　　　とで若干流れがあり、そこがちょっと苦しいかなとい
　　　　　　　　　　　　　う感じもありましたけれども、二日間ともいい天気で、
　　　　　　　　　　　　　風もあまりなく、荒れない中でしたし、会場もきれい
　　　　　　　　　　　　　に整備されていて気持ちよかったです。�
�

（岩手県立不来方高校・�
　カヌー部キャプテン）�北田智充さん�

こ
立派なコースが整備され、感動しました�

　　元で開催されるカヌー大会を観戦に来ました。初めて見ますが、コースがきれ
　　いですな。これほどに、よく整備したものだと思います。数年前に開催された
大会では、雨のため川の水位が増し、２日目が中止となったことがありました。今
回は無事に開催できて、よかったと思っています。カヌーは種目も１人乗り、２人
　　　　　　　　　　　　　乗りなど、いろいろあってすごいものですな。地元の
　　　　　　　　　　　　　選手にも頑張ってもらいたいと思います。�
　　　　　　　　　　　　　　上流に船を止めてありますが、この大会期間中、魚
　　　　　　　　　　　　　釣りは休みにしましたヨ。来年も応援に来ます。�

（由利本荘市田町・69歳）�小島  清さん�

地
きれいなコースで、多様な種目が楽しめました�

　　ヌー大会のボランティアとして、昼食の引き替えをする係に参加しました。去
　　年、婦人会の一員として岡山国体に視察に行きました。ボランティアの先頭に
立っている人から涙ながらに苦労話を伺い、実際にごみ一つとして落ちていない、
ものすごい数の花々で埋め尽くされた会場を目の当たりにして、「いいことはまね
　　　　　　　　　　　　　をしなければ」と思って帰ってきました。�
　　　　　　　　　　　　　　本番では、老若男女を問わず、幅広くボランティア
　　　　　　　　　　　　　に参加してもらい、一人一人がやれることをやって、
　　　　　　　　　　　　　国体を作り上げてほしいと願っています。�
�

（ボランティア補助員・69歳）�中村スメ子さん�

カ
年齢の差なく、ボランティアに参加してほしい�

　　雨にならないことを願い、幸いにもあまり影響なく開催できたことを喜んでい
　　ます。カヌー協会の会員が少ないこともあり、市内の団体の応援をいただき、
何とか無事に終えられました。また、東北総体などを経験された方々が主体となっ
て運営に当たられたことにより、問題なく進行できたものと感謝しています。大会
　　　　　　　　　　　　　告知のチラシの全世帯配布など、市にも大きくバック
　　　　　　　　　　　　　アップしていただきました。�
　　　　　　　　　　　　　　国体では地元の子どもたちなどに見てもらい、カヌー
　　　　　　　　　　　　　の普及とジュニアカヌークラブなどへの加入ととともに、
　　　　　　　　　　　　　競技人口の拡大につなげていければと期待しています。�

（県カヌー協会理事、�
　市カヌー協会理事・40歳）�村上義憲さん�

大
国体に向けて、カヌーの普及を図りたい�
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案
外
単
純
で
、
子
供
心
に
家
族
や
先
生
か

ら
聞
い
た
こ
と
が
ず
っ
と
尾
を
引
く
。
皆

さ
ん
が
今
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と

が
将
来
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と
前

置
き
し
、
カ
ビ
の
研
究
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
祖
父
と
の
キ
ノ
コ
採
り
の
思
い
出

や
、
食
用
の
ハ
エ
ト
リ
シ
メ
ジ
に
群
が
っ

た
ハ
エ
が
死
ぬ
こ
と
に
興
味
を
引
か
れ
た

こ
と
を
紹
介
。「
大
学
に
進
学
し
、
最
初

は
農
業
の
技
術
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い

た
が
、
青
カ
ビ
か
ら
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
、
自
分
も
カ

ビ
の
研
究
を
め
ざ
す
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
　
「
研
究
を
始
め
て
二
年
間
は
成
果
が
出

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
諦
め
ず
に
続
け
た
こ

と
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
低
下
さ
せ
る
物

質
を
発
見
で
き
ま
し
た
。
何
事
も
諦
め
な

い
こ
と
が
大
事
。
私
は
失
敗
も
無
駄
で
は

な
く
、
必
ず
教
訓
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
、
プ
ラ
ス
思
考
で
取
り
組
む
こ
と

の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
生
徒
た
ち
か
ら
「
カ
ビ
は

ど
う
し
て
で
き
る
の
か
」「
子
ど
も
の
こ

ろ
は
ど
の
く
ら
い
勉
強
し
た
か
」
な
ど
の

質
問
が
あ
り
、
遠
藤
博
士
は
「
む
ず
か
し

い
質
問
だ
な
あ
」
な
ど
と
笑
み
を
浮
か
べ

　

今
年
で
二
十
六
回
目
を
迎
え
る
「
さ
つ

き
ま
つ
り
」
が
大
内
地
域
の
市
営
さ
つ
き

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
十
一
日
に
は
、
市

内
各
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
愛
好
家
た
ち
が
、

栃
木
県
鹿
沼
市
花
木
セ
ン
タ
ー
講
師
の
指

導
の
も
と
、
十
六
年
生
の
寿
光
冠
を
実
際

に
整
形
す
る
さ
つ
き
整
形
講
習
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、
講
師
の
説

明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、 
剪  
定 
し

せ
ん 
て
い

た
り
、
針
金
を
巻
き
付
け
た
り
と
一
生
懸

命
に
整
形
。
見
る
見
る
う
ち
に
す
っ
き
り

と
し
た
枝
振
り
へ
と
変
身
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
八
日
か
ら
行
わ
れ
た

さ
つ
き
展
示
会
の
最
終
日
と
あ
っ
て
、
丹

精
込
め
て
育
て
ら
れ
、
満
開
の
花
を
つ
け

た
見
事
な
さ
つ
き
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
が

感
嘆
の
声
を
上
げ
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

▲講師の巧みな技術に見入る参加者

　

東
由
利
中
学
校
で
六
月
九
日
、「
遠
藤

章
博
士
の
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
地
域
に
学
校
を
開
放
す

る
「
み
ん
な
の
登
校
日
」
事
業
に
合
わ
せ

て
開
か
れ
た
も
の
で
、
同
校
生
徒
や
高
瀬

小
六
年
生
、
地
域
の
人
な
ど
お
よ
そ
二
百

五
十
人
が
参
集
。
同
地
域
法
内
出
身
で
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
治
療
薬
に
か
か

わ
る
実
績
に
よ
り
、
本
年
度
の
「
日
本
国

際
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
遠
藤
博
士
の
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
　
「
自
然
か
ら
の
贈
り
物
『
ス
タ
チ
ン
』

は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
」
と
題
し
、
遠
藤

博
士
は
「
私
は
七
十
二
歳
だ
が
、
人
生
は

▲自らの体験から、「失敗を恐れずに努力
することが大切」と語る遠藤博士　　

な
が
ら
答
え
、「
研
究
を
し
て
う
れ
し

か
っ
た
こ
と
は
、
人
の
命
を
救
う
仕
事
が

で
き
た
こ
と
。
皆
さ
ん
も
勉
強
と
部
活
の

両
立
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
頑
張
り
、
で

き
れ
ば
人
に
喜
び
を
与
え
、
感
謝
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
こ
と
に
向
か
っ
て
努
力
す

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
話

し
、
講
演
を
結
び
ま
し
た
。

　

佐
藤
幹
彦
校
長
は
「
遠
藤
先
生
は
十
一

月
に
、
日
本
人
で
初
め
て
、
ア
メ
リ
カ
の

ア
ス
リ
ー
賞
と
い
う
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ

る
と
伺
い
ま
し
た
。
先
生
の
お
話
を
聞
い

て
、
児
童
生
徒
が
理
科
や
算
数
に
興
味
を

持
ち
、
遠
藤
先
生
の
志
を
継
い
で
、
後
に

続
い
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
て
い
ま

し
た
。

▲

遠
藤
博
士
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入
る
生
徒
ら

▲アユの稚魚を一尾ずつそっと
川に放す由利小児童　　　

　

昨
今
、
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪

が
全
国
的
に
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
す
る
な
ど
、

地
域
と
連
携
し
て
学
校
安
全
に
取
り
組
み
、

安
全
で
安
心
で
き
る
学
校
の
確
立
を
目
指

そ
う
と
六
月
九
日
、
秋
田
市
で
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
（
地
域
学
校
安
全
指

導
員
）
の
委
嘱
状
交
付
式
と
第
一
回
連
絡

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
三
人
が

県
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

と
し
て
は
、
①
担
当
指
定
地
域
内
の
各
小

学
校
の
警
備
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
、
②
定
期

的
に
担
当
指
定
地
域
内
の
学
校
を
巡
回
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
安
全
体
制
を
評
価
し
、

指
導
助
言
、
③
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
（
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
対
す
る
具
体
的

な
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー

ダ
ー
は
市
教
育
委
員
会
担
当
者
お
よ
び
各

小
学
校
担
当
者
と
相
談
し
て
活
動
計
画
書

を
作
成
、
活
動
し
た
際
は
報
告
書
を
担
当

小
学
校
へ
提
出
し
ま
す
。

　

三
人
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー

は
、
十
八
年
度
の
児
童
登
校
終
了
日
ま
で

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
活
動
で
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

笹
子
東
部
集
落
の
共
同
取
組
事
業
の
一

環
と
し
て
六
月
七
日
、
上
笹
子
川
合
で
笹

子
小
学
校
（
小
島
弥
恵
子
校
長
）
の
体
験
学

習
「
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
雷
が
鳴
り
、
あ
い
に

く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
開
始
時
間
に
は

徐
々
に
天
候
も
回
復
し
て
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
笹
子
小
学
校
一
〜
四
年
生
と
保

護
者
の
約
七
十
人
。
集
落
代
表
の
鈴
木
誠

さ
ん
か
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
植
え
方
の
説
明
が
あ
り
、
児
童
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
準
備
さ
れ
た
苗
は
二
百
五
十
本
。

一
人
三
〜
四
本
の
苗
を
植
え
、
植
え
終
わ

る
と
「
楽
し
か
っ
た
」
と
口
を
そ
ろ
え
て

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
は
、
十
月
十
日
前
後
を
予
定
し
て

お
り
、
お
い
し
い
焼
き
芋
に
な
る
予
定
と

の
こ
と
で
す
。

　

由
利
地
域
の
旧
西
滝
沢
小
学
校
跡
地
前

の
水
辺
プ
ラ
ザ
で
六
月
十
二
日
、
由
利
小

学
校
（
佐
藤
金
市
校
長
）
の
ア
ユ
の
稚
魚

放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ユ
の
稚
魚
放
流
は
、
今
年
五
月

に
設
立
さ
れ
た
西
滝
沢
子
ど
も
水
辺
協
議

会
主
催
で
、
子
ど
も
た
ち
に
川
を
活
用
し

た
水
辺
体
験
学
習
な
ど
を
通
じ
て
、
自
然

環
境
や
自
然
に
生
き
る
生
き
物
の
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
子
吉
川
水
系
漁

業
協
同
組
合
、
市
な
ど
の
協
賛
を
得
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

稚
魚
放
流
に
は
、
由
利
小
学
校
の
一
年

生
四
十
五
人
が
参
加
。
放
流
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
た
後
、
約
八
千
尾
の
稚
魚
を

一
人
一
人
バ
ケ
ツ
に
分
け
て
も
ら
い
、

「
大
き
く
育
っ
て
帰
っ
て
来
て
」
と
願
い

を
込
め
な
が
ら
、
児
童
ら
は
一
尾
ず
つ

そ
っ
と
川
に
放
し
、
元
気
に
泳
ぎ
だ
し
た

稚
魚
を
優
し
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

▲丁寧にサツマイモの苗を定植する
笹子小児童　　　　　　　　　
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木村喜一　氏（矢島町新荘）
市防犯指導隊隊長

▼

担
当
校
…
由
利
、
矢
島
、
西
目
、
子
吉
、

　

直
根
、
川
内
、
笹
子 猪股達雄　氏（大鍬町）

元警察官、元警察相談員

▼

担
当
校
…
新
山
、
鶴
舞
、
尾
崎
、
小
友
、　

　

石
沢
、
八
塩
、
高
瀬

▼

担
当
校
…
亀
田
、
道
川
、
松
ヶ
崎
、

　

北
内
越
、
岩
谷
、
下
川
大
内
、
上
川
大
内

　最近の少子化の中で子

どもは、地域の宝です。

地域の安全は地域で守っ

ていきたいと思っていま

す。

山田　寿　氏（岩城二古）
民生児童委員、元自衛官、
元警備会社社員 　子どもが犠牲となる犯

罪を発生させないよう、

地域の子どもを守るとい

う気持ちで頑張りたい。

　地域の協力がなければ
子どもを守ることはでき
ません。行政や各団体と
の連携を密にして協力を
お願いしたい。
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シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
で
は
、
由
利

本
荘
市
民
、
高
校
生
・
受
験
生
に
学
部
・

学
科
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
機
会
と

し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
大
学
開
放
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
大
学
案
内
や
広
報
で
は
伝
わ
り
に
く

い
、
現
場
で
し
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
、

大
学
の
研
究
教
育
活
動
や
設
備
な
ど
に
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
大
学
の
中

身
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
実
際
に
体
験
し

て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
が
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
各
学
科
の
紹
介
を
は

じ
め
、
各
分
野
の
入
門
的
内
容
や
イ
ベ
ン

ト
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の
公
開
・

模
擬
講
義
も
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
今
年
は

「
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
由
利
本
荘
市

の
防
災
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
小
川
淳
二

学
部
長
の
特
別
講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
羽
後
本
荘
駅
か
ら
の
無
料
送
迎

バ
ス
も
運
行
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
多
数
の
参
加
を
教
職
員
一

同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
を

　
　
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
委
員
会
・
委
員
長

　
　

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
・
准
教
授

　
込　
山　
敦　
司

　
�
本
荘
由
利
産
業
科
学
振
興
財
団
（
理

事
長
・
柳
田
市
長
）
で
は
、
県
立
大
学
シ

ス
テ
ム
科
学
技
術
学
部
の
教
員
・
学
生
が

行
う
本
年
度
の
研
究
活
動
費
の
助
成
対
象

を
決
め
、
六
月
十
三
日
、
本
荘
由
利
産
学

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
で
助
成
決
定
通
知
書

の
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
荘
由
利
地
域
に
お
け
る
科
学
技
術
の

教
育
お
よ
び
研
究
の
振
興
と
地
域
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
研
究
活
動
に

対
す
る
助
成
は
、
行
政
や
企
業
、
住
民
か

ら
の
寄
付
金
で
積
み
立
て
さ
れ
た
、
十
億

五
千
万
円
の
基
金
の
運
用
益
な
ど
を
原
資

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
教
員

を
対
象
に
し
た
「
調
査
研
究
」
五
件
、
学

生
に
よ
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
自
主
研
究
」
六

件
と
「
国
際
交
流
」
五
件
の
合
計
十
六
件

に
総
額
四
百
二
十
万
円
の
助
成
を
決
定
。

渡
部
充
事
務
局
顧
問
が
一
人
一
人
に
通
知

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

空
気
圧
バ
ル
ー
ン
型
腱
駆
動
シ
ス
テ
ム

開
発
の
研
究
成
果
を
、
十
二
月
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
で
発

表
す
る
機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
学
科
制
御
工

学
講
座
の
佐
藤
里
佳
さ
ん（
大
学
院
一
年
）

に
は
、
国
際
交
流
助
成
事
業
部
門
で
二
十

万
円
の
助
成
が
決
定
。「
三
年
ほ
ど
前
か

ら
の
研
究
を
先
輩
か
ら
引
き
継
ぎ
、
財
団

の
助
成
制
度
の
お
か
げ
で
国
際
会
議
で
成

果
を
発
表
で
き
ま
す
。
大
変
う
れ
し
く
地

元
の
熱
意
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
喜

び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

本
荘
由
利
産
業
科
学
技
術
振
興
財
団

「助成に感謝します」
と喜びを語る佐藤里佳
さん（大学院１年）　　

県県県県県県県県県県県県立立立立立立立立立立立立大大大大大大大大大大大大生生生生生生生生生生生生・・・・・・・・・・・・教教教教教教教教教教教教員員員員員員員員員員員員にににににににににににに県立大生・教員に

ベンチャー自主研究などベンチャー自主研究など１６１６件を支援件を支援

総総総総総総総総総総総総額額額額額額額額額額額額総額４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００４２０万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円万円

▽
と
き
…
７
月　

日�
　
　

時　

分
〜　

時

１６

１０

３０

１６

▽
と
こ
ろ
…
秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン

　

パ
ス
（
土
谷
海
老
ノ
口　
　�
　
４
）

８４

▽
内
容
…
小
川
淳
二
学
部
長
（
都
市
ア
メ

　

ニ
テ
ィ
工
学
講
座
教
授
）
特
別
講
演

　
　
「
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
シ
ス
テ
ム

　

づ
く
り
」

　

学
科
紹
介
、
入
試
説
明
会
、
施
設
見
学

　

ツ
ア
ー
、
公
開
・
模
擬
講
義
、
他
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.akita

-pu.ac.jp
/system

/
info
/openc

/

�
　
　�
　
２
０
０
０�

２７
Ｅ
メ
ー
ル　

sys
-info@

akita
-pu.ac.jp

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
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ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
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広報ゆりほんじょう １４

　◎本荘図書館　�２２－４９００
○図書館ボランティア講座を開催
・図書館の仕事に興味のある方の参加者募集

▽とき…８月８日�　午後１時３０分～３時３０分

▽ところ…本荘図書館　児童閲覧室

▽内容…本の修理、カバーかけなど

▽対象…中学生以上ならどなたでも

▽人数…先着２０人（定員になり次第締め切り）

▽参加料…無料（不用のタオル１枚持参）
○７月のおはなし会

▽とき…７月８日�　午後２時

▽ところ…本荘図書館　児童閲覧室

▽内容…素話、絵本の読み聞かせ、紙芝居、
　　つくってあそぼう
○７月の展示
・自然に親しもう～草木の観察からアウトド
　アまで（一般）
・おばけの絵本（児童）
○夏の子ども読書のつどい

▽とき…８月５日�　午後２時
○親子でつくろう

▽とき…８月１０日�　午前１０時

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
○お話し会「星のひとみ」

▽とき…７月２１日�　午後３時３０分

▽ところ…岩城図書館
○７月の展示
・作家「逢坂　剛」特集
・子どもの安全を考える　特集
・絵本「Ｈ．Ａ．レイ」特集

　◎由利図書館　�５３－２１２１
○読み聞かせ会

▽とき…７月１５日�　午後３時

▽ところ…由利図書館　幼児室

▽内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居、つくっ
　　てあそぼう「金魚つりを楽しもう！」
○７月の展示
・夏休みの準備特集～自由研究・工作の本～
　一緒に読もう！親子で楽しむ本いろいろ

◎７月の休館日
・本荘図書館＝１６日�、１７日�、３１日�
・岩城図書館＝３日�、１０日�、１７日�、
　　　　　　　１８日�、２４日�、３１日�
・由利図書館＝１７日�

　

ク
レ
ー
射
撃
競
技
は
、
散
弾
銃
で
空
中

に
飛
ば
し
た
標
的
を
撃
ち
、
当
た
っ
た
数

に
よ
っ
て
順
位
を
競
い
ま
す
。

　

競
技
の
種
目
と
し
て
は
、
国
体
で
は

「
ト
ラ
ッ
プ
」
と
「
ス
キ
ー
ト
」
の
二
種

目
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
標
的
は

「
ク
レ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
石
灰

な
ど
で
作
ら
れ
た
皿
状
の
も
の
（
直
径
十

一�
、
厚
さ
二
・
五�
、
重
さ
百
五�
程

度
）
で
す
。
標
的
は
秒
速
二
十
二
〜
三
十

�
で
飛
び
、
そ
れ
を
秒
速
三
百�
以
上
の

散
弾
で
撃
ち
ま
す
。

　

こ
の
競
技
は
、
瞬
間
の
判
断
力
・
正
確

か
つ
素
早
い
動
作
が
選
手
に
要
求
さ
れ
る
、

非
常
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え

ま
す
。

　

ク
レ
ー
射
撃
競
技
は
、
九
月
十
五
日�

か
ら
女
子
・
シ
ニ
ア
が
、
十
六
日�
か
ら

十
八
日�
ま
で
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

「
ト
ラ
ッ
プ
」「
ス
キ
ー
ト
」
の
「
全
日

本
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
選

手
た
ち
の
優
れ
た
技
術
を
ぜ
ひ
、
お
近
く

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲

瞬
間
の
判
断
力
・
正
確
性
が
要
求
さ
れ
る

　

ク
レ
ー
射
撃

会
場
で
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
い
、
応
募
し
よ
う�



１７ 広報ゆりほんじょう １６ 広報ゆりほんじょう 

　
国
道
７
号
沿
い
に
あ
り
、
交
通
の
便
が
良
く
、

日
本
海
に
沈
む
夕
日
が
と
て
も
美
し
い
ビ
ー
チ
で

す
。
Ｊ
Ｒ
道
川
駅
か
ら
徒
歩
五
分
。 

▽
開
設
期
間
　
七
月
中
旬
〜
八
月
下
旬 

▽
駐
車
場
　
五
百
台
収
容 

▽
主
な
設
備
　
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
岩
城
支
部 

 

（
岩
城
総
合
支
所
産
業
課
内 

　
　
―
２
０
１
４
） 

  

　
遠
浅
の
砂
浜
で
、
海
水
浴
に
最
適
。
海
辺
で
の

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ
か
、
近
く
に
は
サ
ッ
カ
ー

場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
な
ど

が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西
目
駅
か
ら
車
で

五
分
。 

▽
開
設
期
間
　
七
月
十
四
日
　
〜
八
月
二
十
日
　

▽
駐
車
場
　
三
百
台
収
容 

▽
主
な
設
備
　
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
西
目
支
部
（
　

　
　
―
４
２
６
０
）、
ま
た
は 

西
目
総
合
支
所
産

　
業
課
（
　
　
―
４
６
１
５
） 

  

　
眺
め
の
良
い
三
百
五
十
㍍
の
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
。

近
く
に
は
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
や
温
泉
休
養
施
設
ぱ

い
ん
す
ぱ
新
山
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、

滞
在
型
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

羽
後
本
荘
駅
か
ら
車
で
十
分
。   

▽
開
設
期
間
　
七
月
十
六
日
　
〜
八
月
二
十
日 

▽
駐
車
場
　
一
千
二
百
台
収
容 

▽
主
な
設
備
　
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
、
コ
イ
ン
ロ

　
ッ
カ
ー 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
観
光
協
会
本
荘
支
部 

 

（
本
荘
総
合
支
所
産
業
課
内 

　
　
―
６
３
４
９
） 

海
へ 
海
へ 

◆
道
川
海
水
浴
場 

◆
西
目
海
水
浴
場 

◆
本
荘
マ
リ
ー
ナ
海
水
浴
場 ７３ 

1

３３ 
1

２４ 
1

３３ 

1

（金） 

（日） （日） 

（日） 

夏
を
彩
る 

　と　　き　7月13日（木）　午前９時～ 
　問い合わせ先　市観光協会西目支部（1３３－４２６０）、西目総合支所 
　産業課（1３３－４６１５） 
 
 
　と　　き　7月16日（日）　午前７時３０分～８時３０分（雨天決行） 
　と こ ろ　本荘マリーナ海水浴場（終了後「海開き」） 
　問い合わせ先　市生活環境課生活環境班（1２４－６２５３） 
 
 
　と　　き　7月17日（月・海の日）（悪天候の場合は２３日（日）に延期） 
●船釣り大会　／午前５時３０分に「実施告知」ののろし 
　　時　　間　午前５時３０分受付、６時出港、１１時入港、検量審査 
　　参加資格　小学生以上（中学生以下は保護者同伴） 
　　募集人員　５０人 
　　参加条件　サビキ釣り、１人１竿 
　　参 加 費　１人 ３,５００円（保険料含む）  
　　※いずれも、申し込み締め切りは７月１２日（水）。 
●水辺のまちクルージング体験（海・川） 
　　受け付け　午前９時から 
　　参 加 費　５００円（保険料）  
　クルーザー、ヨット、モーターボート、屋形船で、海上から由利 
　沿岸の風景を堪能しましょう。 
●マリンスポーツ体験（ジェットスキー・バナナボート） 
　　受け付け　午前１０時から 
　　参 加 費　１,５００円（保険料含む） 
　※受け付け・乗船場所は、埋め立て造成地埠頭です。（マリンスポ
　　ーツ体験のみ、海水浴場南側で受け付け）軽装で参加できます
　　が、安全のためサンダル履きはご遠慮ください。 
　申し込み・問い合わせ先　由利本荘マリン協会の佐々木さん 
  （1２３－３７８４）、本荘総合支所産業課商工観光班（1２４－６３４９）、 
　本荘マリーナ（1２４－５８６４） 
 
 
　道川海水浴場を会場に約５,０００発の花火が夜空を焦がす大会。洋
　上の台船からの打ち上げは県内唯一。夏の夜空と日本海を華麗に
　彩る光と音の競演は「日本の花火百選」に選ばれたイベントです。 
　と　　き　7月29日（土） 
　と こ ろ　道川海水浴場 
　～いかがですか　花火でプロポーズ !?～ 
　　第２２回日本海洋上花火大会では、特別企画・メモリアルメッセ
　ージ花火を打ち上げる方を募集しています。①愛のメッセージ　
　②笑顔のメッセージ　③感謝のメッセージの３つのテーマで、メ
　ッセージの内容に合せたハート型やスマイル型などを取り入れた
　花火を打ち上げ、その間にメッセージを読み上げます。 
　　愛する方へのプロポーズ、お誕生のお祝い、感謝の気持ちなど 
　あなたの想いを花火に託して伝えてみませんか。 
　　料金は１件１万円で、２０秒以内のメッセージをお読みします。 
　 （先着３０名様まで） 
　申し込み・問い合わせ先　市観光協会岩城支部（1７３－２０１４） 
 
 
　と　　き　7月22日（土）　 
　と こ ろ　道川海水浴場   
　主　　催　秋田テレビ、県ビーチバレーボール協会 
　　あなたの華麗なプレーがテレビに映ったりしたら… 

■本荘マリーナクリーンアップ 

■西目海水浴場クリーンアップ 

■第16回 本荘マリーナ海上祭 

■日本海洋上花火大会 

■「2006ＡＫＩＴＡビーチバレーボール大会」 

ふ 
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会　　場対　象　町　内月　　日

本荘保健
センター

中堅町、谷山小路、油小路、上横町、中横町、後町、
大町、中町、肴町、田町、和泉町、蓼沼

８月１日�

美倉町、東町、谷地町、駅前、観音町、南花畑町、
北花畑町、片町、大の道

　　２日�

大泉寺山、永泉寺門前、古雪町、桶屋町、鍛冶町、
東日役町、西日役町、猟師町

　　３日�

千刈、浜ノ町、栄町一丁目、栄町二丁目、栄町三丁
目、旭町、五軒町、東御門町

　　４日�

御門町、愛宕町、本田仲町、桜小路、東表尾崎町、
西表尾崎町

　　７日�

赤沼町、大鍬町、梵天、東裏尾崎町、西裏尾崎町　　８日�

会　　場対　象　地　区月　　日

砂子沢会館
川原小坂、砂子沢、田中、杉沢、沢内、小板戸、
木在

７月１４日�

矢島福祉会館
矢島町、丸森、田中町、新丁、七日町、矢越　　１８日�
舘町、城新、水上、谷地沢、桃野、針ヶ岡　　１９日�

矢島

保健センター

羽坂、上野、中屋敷、上新荘、坂之下、御嶽、
濁川、熊之子沢、事業所

　　２０日�

栄町、栄町住宅、新町、元町郷内、坂之下郷内、
荒沢

　　２１日�

豊町、山寺、下山寺　　２４日�
小田、沖小田、小田住宅、築館、中山、大川原、
須郷田、成沢、九日町、田沢

　　２５日�

持子、八ツ杉、上野平、長泥、新所、金ヶ沢、
上原

　　２６日�

▽受付時間…午前５時３０分～７時

▽検診内容…胃部レントゲン撮影
※検診前日の午後９時以降は、食べ
　物、飲み物をとらないでください。
※なるべく釣り銭のないようにお
　願いします。

▽問い合わせ…市健康管理課（�
　　２２－１８３４）

▽受付時間…午前６時～８時

▽問い合わせ…矢島総合支所福祉
　　保健課（�５５－４９６０）
※申し込まれた方には、通知書を
　配布しますので、自己負担金と
　ともにお持ちください。

７月の診療日と予定当番医師

※当番医師は変更する場合があ

　ります。

▽問い合わせ…本荘由利広域休

　　日応急診療所（堤脇３０：旧

　　医師会病院�２４－３９１７・平

　　日は市健康管理課�２２－

　　１８３４）

医師名日医師名日

作左部　昇１７佐藤　伸逸２

酒見喜久雄２３小松　徳弥９

作左部　貢３０佐藤　　護１６

内 科 ・ 小 児 科

休日応急診療所
午前１０時～午後４時

本 荘 地 域

矢 島 地 域

検　診　料　金対　象　者検　診　名
（レントゲン）無料
（喀痰検査）該当者：５００円　希望者：２，１００円

４０歳以上胸部総合検診

７０歳以上：２００円　６９歳以下：５００円３０歳以上大腸がん検診
７０歳以上：無料　６９歳以下：２，５００円３０歳以上基本健康診査
７０歳以上：３００円　６９歳以下：７００円５０歳以上男性前立腺がん検診
７０歳以上：６００円　６９歳以下：１，３００円３０歳以上胃がん検診
７００円３０～７０歳の女性骨粗しょう症検診

７０歳以上：無料　６９歳以下：８００円
４０・４５・５０・５５・６０・
６５・７０歳・その他

肝炎ウイルス検診

７０歳以上：３００円　６９歳以下：６００円３０歳以上の女性乳がん検診(視触診）

７０歳以上：４００円　６９歳以下：８００円
視触診を受けた方
で４０歳以上の女性

乳がん検診
（マンモグラフィ）

７０歳以上：８００円　６９歳以下：１，６００円２０歳以上の女性
子宮がん検診
卵巣腫瘍検診

■検診料金一覧　　　　　　　　年齢基準日／平成１９年３月３１日

※生活保護世帯の方は、自己負担額が無料となりますので、受付時に「緊急時
　医療依頼証」を提示してください。
※非課税世帯の方は、基本健康診査および肝炎ウイルス検診の自己負担額が、
　　「非課税世帯証明書」の受付時の提示により無料となります。同証明書は、
　税務課住民税班および各総合支所振興課税務班で発行しています。

かく　たん

胃がん検診

胃がん検診
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このコーナーでは、保健関連のお知らせ
をまとめてお伝えします。

問い合わせ：市健康管理課（本荘保健センター
内�２２－１８３４）または各総合支所福祉保健課へ

・母子手帳、アンケート票、バスタオルを忘れずにお持ちください。
・３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票にある聴力・視力検査を行って
　来てください。
・本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
・当日、受診できない場合や不明な点は各総合支所にご相談ください。

会　　場受付時間対　象　者事　業　名対象地域日

大内保健センター１２：３０～１３：１０
平成１８年２月３日～３月７日生
平成１７年１１月３日～１２月７日生
平成１７年８月３日～９月７日生

４・７・１０カ月児
健診大　内

７�

西目保健センター１２：３０～１２：５０
平成１７年８・１１月生、平成１８年２月生４・７・１０カ月児健診西　目
平成１６年１０月１日～平成１７年１２月３１日生１歳６カ月児健診西　目１０�

由利福祉保健センター１２：４５～１３：００
平成１５年９・１０・１１・１２月生２歳児歯科健診由　利１１�
平成１７年９・１２月生、平成１８年３月生４・７・１０カ月児健診由　利１３�

西目保健センター１２：３０～１２：５０平成１４年１２月１日～平成１５年２月２８日生３歳児健診西　目１４�
有鄰館

１３：００～１３：３０
平成１７年８・９・１１・１２月生、平成１８年２・３月生４・７・１０カ月児健診東由利１８�

本荘保健センター平成１６年１２月生１歳６カ月児健診本　荘

１９� 大内保健センター１２：４０～１３：００平成１６年９月１６日～平成１７年１月１９日生１歳６カ月児健診大　内

有鄰館
１３：００～１３：３０

平成１６年３・４・５・９・１０・１１・１２月生１歳６カ月児健診・
２歳児歯科健診東由利

本荘保健センター平成１５年１月生３歳児健診本　荘２０�
鳥海保健センター１２：００～１２：３０平成１４年１１・１２月生、平成１５年１月生３歳児健診鳥　海２５�
本荘保健センター

１３：００～１３：３０

平成１８年３月生４カ月児健診本　荘

２６� 岩城保健センター
平成１８年２月２４日～３月２６日生
平成１７年１１月２４日～１２月２６日生
平成１７年８月２４日～９月２６日生

４・７・１０カ月児
健診岩　城

大内保健センター１２：４０～１３：００平成１５年１１月２３日～平成１６年３月２６日生２歳児歯科健診大　内
本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１７年９月生１０カ月児健診本　荘

２７�
鳥海保健センター１２：００～１２：３０

平成１７年９・１２月生、平成１８年３月生
４・７・１０カ月児健診鳥　海

矢島保健センター１３：００～１３：１０４・７・１０カ月児健診矢　島２８�

会　　場受付時間対　象　者対象地域日

大内保健センター１２：４５～１３：１５平成１７年５月１５日～
　　平成１８年３月３１日生大　内１３�

※予防接種の間隔やワクチンの数量などに制限がありますので、お住まいの地域で接種してく
　ださい。詳しくは、各総合支所福祉保健課へお問い合わせください。

ポリオの予防接種
（７月）

〈　大内地域　〉

連　絡　先時　　間場　　所日

岩城総合支所福祉保健課
�７３－３６１２

９：３０～１１：３０岩城総合支所亀田出張所
７� １３：００～１６：３０ウェルサンピア秋田

大内総合支所福祉保健課
�６５－２８１０

９：３０～１２：００
大 内 総 合 支 所９�

１３：００～１５：３０

西目総合支所福祉保健課
�３３－４６２０

１４：００～１５：００西 目 総 合 支 所
１２�

１５：３０～１６：３０ハーブワールドＡＫＩＴＡ

福祉保健部健康管理課
�２２－１８３４

１０：００～１２：００マックスバリュ本荘店
２５�

１３：３０～１６：３０由利組合総合病院
９：３０～１２：００由 利 本 荘 市 役 所

（ 成 分 献 血 ）２７�
１３：００～１６：３０

由利総合支所福祉保健課
�５３－４１２６

１０：００～１２：００老人福祉施設白百合苑
（ 成 分 献 血 ）３１�

１３：００～１６：３０

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要であり、場所によっては予約制の
　所もあります。事前にお問い合わせください。

ご協力ください献 血 ―　７月献血日程　―
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▽問い合わせ…西目保健センター
　　　（�３３－３９８３）

〈ミ ニ ド ッ ク〉

■基本健康診査
　当日は飲食をしないで、おいで
ください。健康手帳をお持ちくだ
さい。介護保険法の改正により、
介護予防を目的とした検査項目が
加わります。「生活機能評価受診
票」が配布されている方は、受診
票に記入の上当日お持ちください。
■胃がん検診
　検査前日の午後９時以降は飲食
をしないでください。
※申込みをしていない方でも受診
　できます。

▽問い合わせ…鳥海総合支所福祉
　　保健課（�５７－３５０１）

会　　　場対　象　町　内受　付　時　間検診月日
西目保健センター西目地域全町内９：００～１０：００７月１９日�西 目 地 域

鳥 海 地 域 会　　　場対　象　町　内受　付　時　間検診月日
野 宅 会 館上野宅、野宅、下ノ宮、砂口

５：３０～７：００

７月２７日�

笹子公民館

新町、下野、下中、中村、峠ノ下、
天神

　　２８日�

赤倉、西久米、皿川、針水、模渕、
福島、町、馬場、畑平

　　３１日�

瀬目、上杉沢、上ノ屋敷、本屋敷、
平林、間木ノ平、長畑、上椿

６：００～７：００

８月１日�

小川農村環境
改善センター

根子、男鹿内、下小川、楢木平、
新沢平、大坂、大平、青平、天池

　　２日�

老 人
憩 い の 家

上平根、中平根、下平根、百合茎、
村木

　　３日�

紫 水 館

提鍋、伏見沢、郷具、河台、外山、
芦ヶ渕、鶴田、興屋、八木山

　　４日�

大栗沢、牛越、下伏見、鐙ヶ平、
矢ノ本、大久保、沢渡向虎杖平

　　７日�

上伏見、中伏見、久保、貝沢、小
栗沢、長坂、鶴ヶ平、上原

　　８日�

中直根農村環境
改善センタ－

上百宅、下百宅６：００～６：１５
　　９日�

上直根、中直根６：２０～７：００

直根公民館
前ノ沢、大川端、吉谷地、下直根、
大谷地６：００～７：００

　　１０日�

猿倉部落会館猿倉、才ノ神、才ノ神上原　　１１日�

※検診に申し込みされた方に各種検診受診券を配布していますので、検診当日
　に必ず受診券を受付に提示してください。（問診票等の個人通知はありませ
　ん。）

　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合は、
「保険料の免除制度」をご利用ください。
　これまでの「全額免除」と「半額納付」に加え、
７月から「４分の１納付」と「４分の３納付」の制
度が始まります。
　免除制度の対象となるためには、本人・配偶者・
世帯主の所得に制限があります。
　また、３０歳未満の方には「若年者納付猶予制度」、
学生の方には「学生納付特例制度」があります。
　いずれも申請の際は、年金手帳、印鑑が必要です。

◆１８年度の月額保険料

失業中の方は離職票または雇用保険受給者証、学生
の方は、学生証または在学証明書もご持参ください。
※転入された方は、所得状況を証明する書類を添付
　してください。

▽申請先…市民生活課・各総合支所市民課

▽お問い合わせ…市民生活課（�２４－６２４６）、秋田
　　社会保険事務局本荘事務所（�２４－１１１４）

国民年金からのお知らせ

免除される額保　　険　　料　　額
１３，８６０円０円全額免除
１０，３９０円３，４７０円４分の１納付
６，９３０円６，９３０円半額納付
３，４６０円１０，４００円４分の３納付
０円１３，８６０円全額納付

平成１８年７月から
国民年金の免除制度が変わります

基本健康診査
前立腺がん検診
肝炎ウイルス検診

基本健康診査
胃がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
胸部総合検診
肝炎ウイルス検診
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▽問い合わせ…大内保健センター
　　　（�６５－２８１０）

▽受付時間　午前５時３０分～６時

▽問い合わせ…東由利総合支所福
　　祉保健課（�６９－２１１８）

会　　　場対　象　地　区月　　日

大内保健センター
牛寺、中館、深沢、米坂、大谷、
岩谷町１区、２区、３区、４区、
５区

７月１０日�

下川大内出張所下川大内地区（葛岡、平岫を除く）　　１１日�

葛岡コミュニティセンター葛岡、平岫、朴沢、的場　　１２日�

上川大内出張所（きらり）上川大内地区（朴沢・的場を除く）　　１３日�

 大内保健センター
岩谷麓、川口、大内三川、徳沢、
北福田、大倉沢、岩谷６区、７区、
８区、松山

　　１４日�

会　　　場対　象　地　区受　付　時　間実　施　日
山村活性化支援センター
（板井沢）

長坂、葛岡、平岫、
上川大内地区

１３：００～１３：３０７月３日�

大内環境改善センター
加賀沢、松本、及位、
小関川、岩谷地区

１２：４５～１３：１５　　５日�

会　　　場対　象　地　区受　付　時　間月　　日
下川大内出張所下川大内地区９：００～９：３０

７月１８日� 上川大内出張所（きらり）上川大内地区１０：３０～１１：００
大内保健センター岩谷地区１３：００～１４：００

会　　　場対　象　地　区受　付　時　間月　　日
八塩館黒渕地区９：３０～１１：００７月３日�
住吉館住吉地区９：３０～１１：００　　４日�

玉米会館舘合地区
９：３０～１１：００

　　５日�
１３：００～１４：００
９：３０～１１：００　　６日�

有鄰館老方地区
９：３０～１１：００

　　７日�
１３：００～１４：００
９：３０～１１：００　　１０日�

大蔵館蔵地区
９：３０～１１：００

　　１１日�
１３：００～１４：００

克雪センター法内地区９：３０～１１：００　　１３日�

高瀬館宿・袖山地区
９：３０～１１：００

　　１４日�
１３：００～１４：００

会　　　場対　象　地　区受　付　時　間月　　日
住吉館黒渕・田代地区５：３０～６：３０７月２０日�
玉米会館舘合地区５：３０～６：３０　　２１日�
老方館老方地区５：３０～６：３０　　２４日�
大蔵館蔵地区５：３０～６：３０　　２５日�
克雪センター法内地区５：３０～６：３０　　２６日�
高瀬館宿・袖山地区５：３０～６：３０　　２７日�

大 内 地 域

東 由 利 地 域

胃検診

胃検診

婦人科検診
乳がん検診

骨粗しょう症検診

基本検診
胸部総合検診
肝炎ウィルス検診
前立腺がん検診



広報ゆりほんじょう２３

▽
と
き　

７
月　

日�
２１

▽
と
こ
ろ　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
受
付　

午
後
０
時　

分
〜
１
時

４５

▽
対
象　

妊
婦
お
よ
び
家
族
の
方

▽
内
容　
　
「 
沐  
浴 
の
さ
せ
方
に
つ
い

も
く 
よ
く

　

て
」
講
義
と
実
習

▽
講
師　

由
利
組
合
総
合
病
院
助
産

　

師
▽
終
了
時
間　

午
後
３
時　

分
こ
ろ

３０

※
母
子
手
帳
・
筆
記
用
具
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７

　

月　

日�
ま
で
本
荘
保
健
セ
ン

１４

　

タ
ー　
（�
　
　�
　
１
８
３
４
）
へ

２２

▽
と
き　

８
月
４
日�
　

午
前　

時
１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

由
利
工
業
高
校
実
習
棟

▽
対
象　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

▽
内
容　

電
池
で
動
く
カ
ブ
ト
虫
作

　

り
や
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
製
作
な
ど

　

４
コ
ー
ス
。
要
項
は
同
校
ま
た
は

　

小
学
校
に
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

同
校
ふ
れ
あ
い

　

体
験
係
（�
　
　�
　
５
５
２
０
）

２２

▽
と
き　

７
月　

日�
　

午
後
２
時

１５

　

〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
内
容　

テ
ー
マ
「
口
か
ら
は
じ
ま

　

る
介
護
予
防
〜
口
腔
ケ
ア
で
寝
た

　

き
り
防
止
〜
」、
講
師
は
日
本
歯

　

科
大
学
附
属
病
院
の
菊
谷
武
助
教

　

授
（
口
腔
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
）。
参
加
無
料

▽
申
込
期
限　

７
月
７
日�

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

由

　

利
本
荘
保
健
所
健
康
・
予
防
班

　
　
（�
　
　�
　
４
１
２
２
）

２２

※
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
と
き　

７
月
６
日�
　

午
後
１
時

　
　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

秋
田
市
文
化
会
館

▽
内
容　

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー

　

ト
や
式
典
、
作
家
西
木
正
明
さ
ん

　

の
講
演
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
暴
力
団
壊
滅

　

秋
田
県
民
会
議
（�
０
１
８　�
　
８

　

２
４　�
　
８
９
８
９
）

▽
と
き　

７
月　

日�
〜　

日�

２７

２８

▽
と
こ
ろ　

秋
田
市
太
平
山
自
然
学

　

習
セ
ン
タ
ー
「
ま
ん
た
ら
め
」

▽
内
容　

森
林
観
察
会
、
野
外
炊
飯
、

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
、
水
と
緑

　

の
探
検
隊
（
仁
別
国
民
の
森
）

▽
募
集
人
員　

小
学
４
〜
６
年
生
と

　

保
護
者
合
わ
せ
て　

人
３０

▽
参
加
料　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７

　

月　

日�
ま
で
に
県
水
と
緑
推
進

２０

　

課
（�
０
１
８　�
　
８
６
０　�
　
１
７

　

４
１
）

▽
と
き　

９
月
９
日�
か
ら　

月　
１０

２８

　

日�
ま
で
（
全
４
回
）

▽
と
こ
ろ　

岩
城
少
年
自
然
の
家

▽
対
象　

子
ど
も
の
体
験
活
動
支
援

　

や
学
校
・
地
域
支
援
に
興
味
の
あ

　

る
県
民　

人
３０

▽
参
加
料　

３
千
８
百
円

▽
申
し
込
み　

８
月　

日�
ま
で
電

２５

　

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
、
岩
城

　

少
年
自
然
の
家
（�
　
　�
　
２
０
１

７４

　

１
、Ｆ
Ａ
Ｘ　
　�
　
２
０
１
２
、メ
ー

７４

　

ル
ア
ド
レ
スiw

aki-c＠
m
ail2
.

pref.akita
.jp

）
へ
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

　

本
荘
郵
便
局
で
は
、「
日
本
株
式
の

動
向
と
資
産
運
用
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
資
産
運
用
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　

７
月　

日�
　

午
後
２
時

１１

　

〜
３
時　

分
３０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
郵
便
局

▽
講
師　

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク

　

ス
・
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

㈱
▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

２０

▽
申
し
込
み　

事
前
に
本
荘
郵
便
局

　

貯
金
保
険
課
（�
　
　�
　
０
３
０
０
）

２２

　

へ

お
や
じ
元
気
講
座
！　
　

地
域
歯
科
保
健
公
開
講
演
会

由
利
工
業
高
校　
　
　
　

「
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」　

本
荘
郵
便
局　
　
　
　
　

今
日
か
ら
始
め
る
資
産
運
用
講
座

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
の
お
知
ら
せ

暴
力
団
壊
滅
秋
田
県
民
大
会

秋
田
県
緑
の
交
流
集
会　

７月１日～３１日は強調月間
第５６回社会を明るくする運動

　社会を明るくする運動は、すべ

ての国民が犯罪や非行の防止、罪

を犯した人たちの更生について理

解を深め、それぞれの立場におい

て力を合わせ、犯罪や非行のない

明るい社会を築こうとする全国的

な運動です。

　犯罪・非行の防止と更生の援助

のため、地域住民の理解と参加を

お願いします。

▽問い合わせ先　市生活環境課

　　（�２４－６２５１）

■広報用ビデオ「二つの道」をＡ

　ＢＳ秋田放送で放映

▽放送日　７月１８日�　午前１０時

　２５分～１０時５５分

国民健康保険税の
税率が変わります

　平成１８年度の国民健康保険税の

納付書を７月中旬にお届けします。

合併前の市町間で差があった税率

を調整するため、数年間、旧本荘

市地域と旧７町地域で税率が異な

ります。これは、税率を一本化す

るための段階的措置です。このこ

とや介護需要の伸びにより、税率

が変わりますので、ご理解をお願

いいたします。

▽問い合わせ先

　　各地域の、税務課または振興

　課税務班へ

　本荘地域　�２４－６３０６

　矢島地域　�５５－４９６１

　岩城地域　�７３－２０１３

　由利地域　�５３－２１１２

　大内地域　�６５－２２１４

　東由利地域　�６９－２１１０

　西目地域　�３３－４６１２

　鳥海地域　�５７－３５０２

　６月１５日発行本紙１７ページ「国保・出産育児一時金受領委任払制度」の問い合わせ先市民生活課
国保班の電話番号「２２－６２４５」は「�２４－６２４５」です。訂正しておわびします。

訂正・
おわび 広報ゆりほんじょう ２２

　

市
で
は
、
自
力
で
寝
具
類
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
方
へ
、
布
団
・
毛
布
・

枕
な
ど
を
丸
洗
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
単
身
世
帯
、

６５

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
寝
た
き
り

　

高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者
、
お
よ

　

び
重
度
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
世

　

帯
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方

▽
実
施
月　

７
月
、　

月
、
２
月
の

１１

　

年
３
回

▽
申
請
期
限　

７
月　

日�
１４

▽
問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
場
所　

市

　

長
寿
支
援
課
（�
　
　�
　
６
３
２
２
）

２４

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
（
岩
城
総
合
支
所
は
市
民
課
）

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
空
き
店

舗
の
活
用
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街

地
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
新
規
創

業
さ
れ
る
方
に
対
し
、
店
舗
賃
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
空
き
店
舗　

中
心
市

　

街
地
区
域
（
本
荘
駅
前
商
店
街
、

　

大
門
街
商
店
街
な
ど
）
に
あ
り
、

　

賃
借
人
を
募
集
し
て
６
カ
月
以
上

　

空
い
て
い
る
店
舗
で
、
活
用
に
よ

　

り
所
在
す
る
商
店
街
な
ど
の
活
性

　

化
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も

　

の
▽
補
助
額　

家
賃
月
額
の
２
分
の
１

　

ま
た
は
４
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な

　

い
方
の
額
に
賃
借
期
間
（　

カ
月

１２

　

限
度
）
を
乗
じ
た
額

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
振
興
課

　
　
（�
　
　�
　
６
３
７
２
）

２４

　

市
で
は
、
公
用
車
の
払
い
下
げ
を

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
説
明
会

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
物
品
名　

い
す
ず
エ
ル
フ
ア
ル
ミ

　

バ
ン
（
車
検
満
了
日
平
成　

年
８

１８

　

月　

日
）

１１

▽
総
排
気
量　

２
・　
�７７

▽
年
式　

昭
和　

年
式
、
走
行
距
離

６３

　

９
２
、
１
２
９�
�
（
６
月　

日
２１

　

現
在
）

▽
最
低
売
却
価
額　

１
万
円

▽
説
明
会　

７
月　

日�
　

午
前
９

１１

　

時　

分
〜
市
役
所
５
階
第
８
会
議

３０

　

室
で

▽
入
札
日　

７
月　

日�
　

午
前
９

２５

　

時　

分
〜
市
役
所
５
階
第
８
会
議

３０

　

室
で

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
管
財
課
（�

　
　
　�
　
６
２
６
２
）

２４

寝
具
類
な
ど
の
洗
濯
乾
燥
消
毒

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す　
　

　

来
年
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も

の
就
学
の
こ
と
や
心
配
ご
と
の
教
育

相
談
を
行
い
ま
す
。
幼
稚
園
・
保
育

園
児
、
就
学
し
て
い
る
子
ど
も
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

８
月　

日�
、　

日�
　

１６

１７

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
小
学
校

▽
申
し
込
み　

７
月　

日�
ま
で
市

３１

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（�
　
２４

　
　�
　
６
２
８
９
）

【
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
…
予
約

必
要
】

▽
と
き　

７
月
７
日�
、　

日�
、

１３

　
　

日�
、　

日�
、
午
後
１
時
〜

２１

２８

　

５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

▽
申
し
込
み　

市
民
相
談
室
（�
　
２４

　
　�
　
６
２
５
１
）

【
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談
】

▽
と
き　

７
月　

日�
　

午
前　

時

１２

１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
５
会
議
室

【
消
費
生
活
相
談
】

▽
と
き　

水
曜
日
以
外
の
毎
日

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

※
指
定
の
日
時
以
外
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
生
活
環
境
課
、
各
総
合
支
所

市
民
課
の
職
員
が
随
時
対
応
し
て
い

ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
相
談
室（�

　
　
　�
　
６
２
５
１
）

２４

　

民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
秘
密
厳

守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
無
料
。

▽
と
き　

７
月　

日�
　

午
前　

時

１４

１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
簡
易
裁
判
所
２
階

　

調
停
相
談
室

▽
内
容　

金
銭
・
土
地
・
建
物
・
交

　

通
事
故
・
家
庭
の
問
題
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
調
停
協
会

　

事
務
局
（�
　
　�
　
３
９
１
６
）

２２

　

由
利
本
荘
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
事

業
と
し
て
従
業
員　

人
未
満
の
事
業

５０

所
の
産
業
保
健
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
つ
い
て
も
専
門
医
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
医
師

　

会
館
内
由
利
本
荘
地
域
産
業
保
健

　

セ
ン
タ
ー
（�
　
　�
　
６
６
６
０
）

２２

県
巡
回
教
育
相
談　
　
　

　建設関係の事業所で
組織する「八日会」の
皆さんが６月８日、消

火栓の塗装奉仕作業を行いまし
た。この活動は、市民を守る大
切な役割を持つ消火栓をきれい
にしようと同会が毎年行ってい
るもので、今回は石脇地区の３７
カ所で色あせた消火栓を塗装し
てくれました。

公
用
車
払
い
下
げ
を
実
施

調
停
相
談
会　
　
　
　
　

暮らしのお知らせ

〈
新
設
〉　
　
　
　
　
　
　

空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
制
度

市
の
各
種
無
料
相
談　
　

産
業
保
健
相
談
サ
ー
ビ
ス　
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■「第５６回本荘川まつり花火大会」
　桟敷席の予約、メッセージ花火申込受付中
　本荘の夏の風物詩、「第５６回本荘川まつり花火大会」が
今年は８月５日�午後７時３０分から友水公園（アクアパ
ル前河川敷）で開催されます。
　花火大会をより間近で快適にご覧いただくために桟敷
席の予約を受け付けます。希望される方はお早めにお申
し込みください。△

桟敷席受付…１マス（１坪）５，０００円△

桟敷席数…４４マス△

申込締切…７月２８日�
　また、メッセージ花火の受付も同時に行っています。
大切なあの人への想いを花火で伝えてみませんか？△

協賛金…１０，０００円△

文字数…５０字以内△

申込締切…７月２８日�△

申し込み・問い合わせ先…由利本荘市観光協会本荘支
　　部（本荘総合支所産業課内・�２４－６３４９）

■本荘スポーツ教室サマーコース「水泳教室」
　参加者追加募集△

とき…７月２４日�～２６日�　午後６時～８時△

ところ…遊泳館△

対象…本荘地域在住の方。参加者が小中学生の場合、
　　必ず保護者同伴（見学も可）をお願いします。△

参加料…中学生以下１，０００円、高校生以上２，０００円（保
　　険料を含む）△

定員…コースの追加募集のため２０名程度（先着順）。△

申込期間…７月３日�～１４日�

■７月の健康相談△

内容…血圧測定、生活習慣病予防、その他△

時間…午前９時３０分～１１時３０分

■湯ったりほのぼの教室△

とき…７月２５日�△

ところ…鶴舞温泉　中広間、大広間△

内容…健康相談（午前９時～１１時３０分）、健康教育
　　　「食の大切さ」（午前１０時～１１時）

■児童館土曜教室（木工工作）△

とき…７月８日�午後１時３０分～３時△

ところ…本荘中央児童館△

内容…木のおもちゃを作ろう△

問い合わせ先…本荘中央児童館

■フィットネスジム登録講習会△

とき…７月８日�　午後２時、２６日�　午後６時△

ところ…アクアパル△

定員…２５人（先着順）△

年会費…一般＝３，１５０円、学生＝１，５７５円（ともに税込
　　み）
※事前に電話等でアクアパルへ申し込みください。
■学園都市由利本荘 絆 の里づくり事業「ボート教室」

きずな 

△

とき…７月９日�　午後１時～４時△

ところ…子吉川ボート場（アクアパル集合）△

対象…県立大学生および中学生以上の一般市民（初め
　　ての方や経験者でレベルアップをしたい方）△

定員…２０人（先着順）△

参加料…５００円（保険料）△

持ち物・服装等…タオル、運動に適した服装△

申し込み…７月７日�までアクアパルへ
※教室終了後、ボート交流懇親会があります。
■夏休みじゃぶじゃぶ体験
　　「子吉川の生きものを調べてみよう！」△

とき…７月２９日�午前８時３０分～午後２時（小雨決行、
　　悪天候中止）△

ところ…アクアパル集合、子吉川２カ所で生きものの
　　観察△

対象…小学生（３年生以下は保護者同伴）△

定員…５０人（定員になり締切）△

申し込み…７月２１日�までアクアパルへ
■夏休み貝殻細工教室△

とき…７月３０日�　〈１回目〉午前９時～正午
　　　　　　　　　　　〈２回目〉午後１時～４時△

ところ…アクアパル△

内容…貝殻や木の実を使ったキーホルダー、薄板材を
　　使ったマットやコースター作り△

対象…小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）△

定員…各回とも６０人（定員になり次第締切）△

参加料…３００円（材料代）△

持ち物…はさみ、和紙や包装紙など△

申し込み…７月２６日�までアクアパルへ

産業課　�２４－６３４９ 本荘中央児童館　�２２－３４８９

スポーツ振興課　�２４－６２８７

健康管理課（本荘保健センター内）　�２２－１８３４

アクアパル　�２２－５６１１

場　　　所日
松ヶ崎基幹集落センター１２日�
北内越公民館２０日�
南内越公民館２４日�
子吉公民館２５日�
石沢生活改善センター２６日�
小友公民館２８日�

本 荘 地 域本 荘 地 域
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パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト　

大
内

ＩＮ

実
行
委
員
会
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
演
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
音
楽
、
ダ
ン

ス
、
ヤ
ー
ト
セ
な
ど
種
類
は
問
い
ま

せ
ん
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
自
分
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７

　

月　

日�
ま
で
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

１４

　

ア
ー
ト　

大
内
実
行
委
員
会
事
務

ＩＮ

　

局
（
市
商
工
会
大
内
支
所�
　
　�
　
６５

　

２
２
１
８
）

　

来
年
４
月
か
ら
男
女
共
学
校
に
な

る
由
利
高
等
学
校
で
は
、
新
ス
タ
ー

ト
に
ふ
さ
わ
し
い
、
長
く
親
し
ま
れ

愛
さ
れ
る
校
章
図
案
・
校
歌
歌
詞
を

募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月

１０

　
　

日�
１８

▽
応
募
要
領　

一
人
何
点
で
も
可
。

　

校
章
図
案
の
用
紙
は
自
由
で
す
が
、

　

図
案
の
大
き
さ
は「
官
製
は
が
き
」

　

判
と
し
、
着
色
す
る
場
合
は
３
色

　

以
内
。
校
歌
歌
詞
の
用
紙
は
Ａ
４

　

判
横
に
縦
書
き
で
記
入
。校
章
、　

　

校
歌
と
も
作
品
の
説
明
を
付
け
、

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

　

を
明
記
の
う
え
、
同
校
へ
郵
送
ま

　

た
は
持
参
く
だ
さ
い
。
入
選
作
に

　

は
５
万
円
贈
呈
。

▽
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
立

　

由
利
高
等
学
校
内
「
由
利
高
校
男

　

女
共
学
化
準
備
事
務
室
」（
市
川
口

　

字
太
鼓
森
７
・�
　
　�
　
３
２
１
９
）

２２

　

県
で
は
、
乾
燥
秋
田
ス
ギ
を
使
用

し
て
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
秋
田
ス

ギ
内
装
材
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
提
供
材　

一
戸
当
た
り
の
内
装
材

　

は　

万
６
千
円
相
当
を
上
限

２１

▽
一
般
募
集
枠　
　

戸
２０

▽
申
込
期
間　

７
月
３
日
〜　

日
２１

※
申
込
書
は
由
利
地
域
振
興
局
、
市

林
政
課
に
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

あ
き
た
県
産
材

　

利
用
セ
ン
タ
ー
（�
０
１
８　�
　
８

　

３
７　�
　
８
０
９
５
）

　

県
国
保
健
康
保
険
団
体
連
合
会
で

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト　

大
内　
　
　

ＩＮ

出
演
者
募
集　
　
　
　
　

　

俳
句
、
川
柳
、
随
想
・
紀
行

※
募
集
要
項
は
公
民
館
、
図
書
館
、

地
域
振
興
局
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

８
月
７
日�
ま
で

▽
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
民

　

文
化
政
策
課
（�
０
１
８　�
　
８
６

　

０　�
　
１
５
３
０
）

　

江
戸
時
代
か
ら
金
山
と
共
に
栄
え

た
街
、
特
別
天
然
記
念
物
「
朱
鷺
」

の
い
る
島
「
佐
渡
」
へ
旅
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▽
旅
行
地　

新
潟
県
佐
渡

▽
旅
行
日　

９
月
２
日�
〜
３
日�

▽
募
集
人
員　
　

人
（
最
小
催
行
人

９０

　

員　

人
）
添
乗
員
同
行

７０

▽
旅
行
代
金　

乗
車
駅
に
よ
り
４
万

　

２
千
円
〜
４
万
１
千
円
（
４
〜
５

　

人
１
室
利
用
の
場
合
）

※
本
荘
〜
新
発
田
間
は
団
体
専
用
臨

時
列
車
で
運
行
し
ま
す
。

▽
宿
泊
地　

佐
渡
鹿
伏
温
泉　

相
川

　

や
ま
き
ホ
テ
ル

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
原
鉄
道

　

旅
行
セ
ン
タ
ー
（�
　
　�
　
２
２
３

５６

　

６
）

【
海
上
保
安
学
校
】

▽
受
付
期
間　

７
月　

日�
〜
８
月

１８

　

１
日�

▽
第
一
次
試
験
日　

９
月　

日�
２４

【
海
上
保
安
大
学
校
】

▽
受
付
期
間　

８
月　

日�
〜
９
月

２４

　

５
日�

▽
第
一
次
試
験
日　
　

月　

日�
〜

１０

２８

　
　

日�
２９

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

秋

　

田
海
上
保
安
部
（
秋
田
市
土
崎
港

　

西
１　�
　
７　�
　　

・�
０
１
８　�
　
８

３５

　

４
５　�
　
１
６
２
１
）

▽
対
象　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡

　

婦
の
人

▽
と
き
（
秋
田
会
場
）

・
講
義　

８
月　

日�
〜　

月　

日

２６

１０

２２

　
�
の
土
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５

　

時
・
実
習　
　

月　

日�
〜　

月　

日

１０

２３

１２

２１

　
�
の
期
間
の
平
日
４
、
５
日
間

▽
と
こ
ろ

・
講
義　

県
ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・

　

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
室

・
実
習　

秋
田
市
、
由
利
本
荘
市
の

　

施
設

▽
テ
キ
ス
ト
代　

５
千
円
（
予
防
接

　

種
料
は
自
己
負
担
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７

　

月　

日�
ま
で
市
子
育
て
支
援
課

３１

　

母
子
自
立
支
援
員
（�
　
　�
　
６
３

２４

　

１
９
）

※
こ
の
他
、
大
館
会
場
も
あ
り
ま
す
。

鳥
海
山
ろ
く
ふ
れ
あ
い
号
の
旅

は
、
県
内
小
学
生
か
ら
「
健
康
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
絵
を
募
集

し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

用
紙
は
四
つ
切
り
サ

　

イ
ズ
（　
�
×　
�
）
の
画
用
紙
。

３８

５４

　

色
鉛
筆
で
も
絵
の
具
な
ど
で
も
画

　

材
は
自
由
。
裏
面
に
「
絵
の
タ
イ

　

ト
ル
」、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

　

性
別
、
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、

　

電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月　

日
３１

　
�
ま
で
県
国
保
健
康
保
険
団
体
連

　

合
会
へ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
業
課
調

　

査
広
報
班
（�
０
１
８　�
　
８
６
２

　
　�
　
６
５
８
５
）

▽
応
募
資
格　

県
内
在
住
者
ま
た
は

　

出
身
者
で
満　

歳
以
上
の
方

１６

▽
募
集
部
門　

小
説
、
詩
、
短
歌
、

暮らしのお知らせ

由
利
高
等
学
校
で　
　
　
　

校
章
図
案
・
校
歌
歌
詞
募
集

秋
田
ス
ギ
内
装
材
を　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す　
　

夏
休
み
「
健
康
づ
く
り
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集　

秋
田
県
民
芸
術
祭　
　
　

「
あ
き
た
の
文
芸
」
作
品
募
集

海
上
保
安
学
校　
　
　
　
　
　

海
上
保
安
大
学
校　

学
生
募
集

訪
問
介
護
員
養
成
研
修　
　
　

２
級
課
程
講
習
会
受
講
者
募
集
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■「第６回横荘線メモリーウォーキング」参加者募集

▽とき…７月１７日�　海の日

▽コース…東由利総合支所から二井山（横手市雄物川

　　町）までの約１２㎞

▽参加料…１，０００円（当日集金）

▽日程

▽申込期限…７月１２日�　必着

▽申込先…東由利教育事務所まで、氏名・性別・年齢・

　　住所・電話番号をお知らせください

東由利教育事務所　�６９－２３１０

■西目文化講演会

▽とき…８月３日�　午後７時開演

▽ところ…西目公民館 ｢シーガル ｣

▽演題…「夢に向かって！」

▽講師…永島昭浩さん�日本サッカー協会アンバサダー

▽入場料…一般（入場券５００円）、高校生以下（無料整理
　　券）
■西目地域囲碁大会

▽とき…７月８日（土）午前９時～

▽ところ…西目公民館シーガル

▽参加費…１，０００円（昼食・賞品代）

▽主催…西目町囲碁同好会

▽問い合わせ先…館岡さん（�３３－４１２１）
※同好会では毎月第２土曜日にシーガルで研修会を行っ
ていますので、どなたでも気軽にご参加ください。
■シーガル・セミナー「健康講座」開催

▽とき…７月１２日�　午後１時３０分～

▽ところ…西目公民館シーガル

▽講師…畠山金美さん（八郎潟町在住）

▽演題…「忘れちゃいけない　バランス健康法」

▽対象…成人男女
※事前に電話で西目公民館シーガル（�３３－２３１５）にお
申し込みください。
■水中ウオーキング教室の参加者募集
　水中ウオーキングは水中を歩きながら、泳げない人、
体力のない人でも気軽に水の特性を利用し有酸素運動・
筋力運動・ストレッチングが合わせてできる優れた運動
です。

▽とき…７月２１日�、２７日�、３１�、８月３日�、１１日

　　�、１８日�、２５日�

▽時間…午後１時３０分～２時３０分

▽ところ…Ｂ＆Ｇ西目海洋センター

▽講師…茂木照子先生

▽申し込み…西目公民館シーガル（�３３－２３１５）
※学級講座の案内では「アクアエクササイズ教室」と
なっておりますが、講座名を変更しました。
■アクアビクス教室の参加者募集

▽とき…７月２６日�から毎週水曜日の午後７時～８時ま
　　で。

▽ところ…Ｂ＆Ｇ西目海洋センター

▽講師…結城由美子先生

▽申し込み…西目公民館シーガル（�３３－２３１５）

■西目保健センターの開放日（７月）
　子育てをしているお母さんと赤ちゃんが、ゆっくりと
した広いスペースで思いっきり親子のふれあいが持てる
ように、西目保健センターの集団指導室を開放していま
す。楽しい遊具も準備しています。

▽開放日…３日�、５日�、６日�、１１日�、１２日�、
　　１３日�、１８日�、２０日�、２１日�、２４日�、２５日�、
　　２７日�、２８日�

▽時間…午前１０時～午後３時
■親子のスキンシップ教室

▽とき…７月２１日�　受付は午前１０時から

▽対象…２カ月児からの親子

▽ところ…西目保健センター
■かしわ温泉健康相談

▽とき…７月２７日�　午前１０時～

▽ところ…かしわ温泉

西目公民館シーガル　�３３－２３１５

福祉保健課　�３３－４６２０

■家庭婦人８人制バレーボール教室

▽とき…第２回　７月５日�

　　　　第３回　７月１９日�

▽時間…いずれも午後７時～８時５０分

▽ところ…鳥海トレーニングセンター

鳥海公民館　�５７－２８８１

東由利地域東由利地域

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

西 目 地 域西 目 地 域

内　　　容時　間
東由利総合支所前集合、開会行事８：００
出発８：３０
二井山（横手市雄物川町）到着１１：００
雄物川町コミュニティセンターで昼
食・交流会１１：４５

解散１２：４０

広報ゆりほんじょう ２６

地域情報コーナー

■プール監視員を募集します

▽勤務期間…７月２４日�～８月２４日�

▽勤務日…毎週月曜日～金曜日

▽勤務時間…午前９時～午後４時

▽勤務先…由利小学校

▽募集人員…３名

▽年齢…１８歳以上６５歳未満の方（高校生を除く）

▽賃金…時給６３０円

▽申し込み先…所定の申込用紙に記入の上、由利教育事
　　務所教育課（由利図書館内）に７月１４日�まで提出
　　してください。申込用紙は由利教育事務所教育課に
　　あります。

教育課　�５３－２１２１

■宮下正弘さんの水彩スケッチ展
　　　～旅先で出会った風景～開催中
　宮下正弘さん（秋田赤十字病院院長）が、全国を訪れ
た際に描いた各地の風景画展です。北は北海道の冬の車
窓風景から南は沖縄のガジュマル（沖縄を代表する木）
まで全国各地の名所や風景が季節感たっぷりに描かれて
います。ぜひ、ご覧ください。

▽開催期間…７月２９日�まで

▽開館時間…午前９時～午後５時

▽ところ…亀田城佐藤八十八美術館　薬王寺館

▽入館料…一般５１０円、小中学生３００円（団体２０人以上割
　　引あり）

亀田城佐藤八十八美術館　�７４－２５００

■太極拳教室のご案内
　体を動かしリフレッシュしながら健康に！

▽とき…７月毎週火曜日（全４回）午後７時～

▽ところ…市総合体育館

▽講師…武田繁子さん（本荘地域）

▽定員…先着１５名
■民謡ふれあい教室参加者募集

▽とき…７月８日�　午前１０時～

▽ところ…大内公民館

▽対象者…小学生

生涯学習課　�６５－２２１０ ■矢島郷土文化保存伝習施設の
　　　常設歴史展示がリニューアル
　矢島郷土文化保存伝習施設の常設歴史展示が新しくな
りました。矢島藩主の書跡や、藩の御用瓦窯の可能性が
ある田沢瓦窯跡の出土瓦などの資料を新たに紹介してい
ます。ぜひご覧ください。入場無料

▽開館時間…午前９時～午後５時

▽休館日…月曜日（月曜が祝日の場合は火曜日が休館）

■公共施設休館日（７月上旬）

▽青少年ホーム…日曜・祝日の夜間（午後５時～）

▽寿康苑…２日�・１０日�

■第３８回本荘地域婦人家庭バレーボール大会△

とき…７月２３日�　午前９時△

ところ…本荘体育館△

参加費…婦人会未加入メンバー１人につき２５０円△

チーム編成…ゴムボールの部・ビニールボールの部　
　　１チーム１０人（監督含む）△

申し込み・問い合わせ先…７月７日�午後５時まで市
　　婦人団体連絡協議会（本荘公民館内）
※７月１１日�午後７時から、勤労青少年ホーム講習室で
参加チームの代表者会議を行います。
■「ホーム祭２００６」を開催します△
とき…７月８日�△
ところ…本荘勤労青少年ホーム△

内容…定期利用サークルの活動発表および交流△

日程…開会式（午後５時５０分～）、ステージ発表（午後
　　６時～）、展示（午後３時～）、露店（午後５時～）
※一般の方も観覧できます。市民の皆さん多数のご参加
をお待ちしております。△

問い合わせ先…ホーム祭２００６実行委員会事務局（�
　　２２－２０７７）
■環境保全講座「生態系の変化を考えよう」開催
　外国から持ち込まれた生き物の定着による生態系への
影響や、異常気象による野生動物の行動範囲の変化など
について、講師の実践に基づいた話から考えてみましょう。△

とき…①７月２５日�　②８月１日�　いずれも午後６時
　　３０分～８時△

ところ…本荘勤労青少年ホーム音楽室△

内容…①ツキノワグマの生態と行動
　　　　②外来魚による生態系への影響△

講師…秋田・源流釣友会幹事長菅原徳蔵氏△

申し込み・問い合わせ先…本荘公民館へ

本荘公民館　�２２－０９００

生涯学習課　�５６－２２０３ 寿康苑　�５６－２９４０

生涯学習課　�５６－２２０３

岩 城 地 域岩 城 地 域

由 利 地 域由 利 地 域

大 内 地 域大 内 地 域

本 荘 地 域本 荘 地 域

矢 島 地 域矢 島 地 域
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ど

問
い
合
わ
せ
先
／
岩
城
総
合
支
所
産
業
課
商
工
観
光
班
（�
　
　�
　
２
０
１
４
）

７３

　
問
い
合
わ
せ
先
／
由
利
総
合
支
所
産
業
課
商
工
観
光
班
（�
　
　�
　
２
１
１
４
）

５３

　

祓
川
か
ら
登
山
開
始
、
午
後
４
時
祓
川
到
着
。（
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
）

　

登
頂
さ
れ
た
方
に
は
、
登
山
証
明
書
を
進
呈
し
ま
す
。

定
員
／
先
着　

人　

参
加
費
／　

円
（
当
日
持
参
）

５０

１，０００

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／　

日�
ま
で
、
矢
島
総
合
支
所
産
業
課
（�
　
　�
　
４

１４

５５

　

９
５
３
）

内
容
／
親
子
船
上
観
察
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
、
水
辺
健
康
マ
ラ

　

ソ
ン
、
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
、
物
産
コ
ー
ナ
ー
、
子
吉
川
研
究
発
表
、
お
楽
し
み

　

抽
選
会
な
ど

　

※
子
吉
川
い
か
だ
下
り
大
会
も
同
日
開
催
。

問
い
合
わ
せ
先
／
子
吉
川
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局
（
ア
ク
ア
パ
ル
内　
�
　
　�
　
２２

　

５
６
１
１
）

第　

回　

旧
藩
祭
（
天
鷺
城
前
広
場
、
亀
田
町
内
一
円
）

２８
ユ
り
の
花
ま
つ
り
（
南
由
利
原
高
原
青
少
年
旅
行
村
）

と
き
／
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
／
ア
ク
ア
パ
ル
南
側
正
面
広
場

区
画
・
出
店
料
／
屋
外　

区
画
・
１
区

２０

　

画
約
１
坪
、
無
料

申
し
込
み
締
切
／
７
月　

日�
ま
で
、

２０

　

ア
ク
ア
パ
ル
へ

受
け
付
け
／
午
前　

時
１０

ス
タ
ー
ト
／
午
前　

時
１１

種
目
／
小
学
生
１
マ
イ
ル
（　
�
）

１．６

　

レ
ー
ス
、
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
（
４
・　
２１９５

　
�
）

申
し
込
み
／
ア
ク
ア
パ
ル
備
え
付
け

　

の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
、
７
月　

日　

ま
で
提

１４

（金）

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

鳥
海
山
矢
島
口
清
掃
登
山
（
祓
川
登
山
口
／
矢
島
地
区
）

第　

回　

子
吉
川
フ
ェ
ア
（
ア
ク
ア
パ
ル
、
友
水
公
園
）

１１ ７
月　

日
２２

土

〜

８
月
３
日
木

７
月　

日
２３

日

午
前
７
時
〜

７
月　

日
２３

日

午
前　

時
〜

１０

水
辺
健
康
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集
中
！

　
　
　
　
　
　
（
友
水
公
園
）

７
月
８
日
土

午
後
６
時　

分
〜
、

３０

９
日
日

午
前
９
時　

分
〜

３０

子
吉
川
フ
ェ
ア

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

出
店
者
募
集
中
！
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おくやみ申し上げます

〈５月２５日～６月１５日受付分〉

佐々木　 望 　 杏 ちゃん（甲樹さん）石脇
の あ

大　場　 良 　 亮 ちゃん（良樹さん）松街道
よし あき

五十嵐　 心 　 愛 ちゃん（俊也さん）新上条
ここ ろ

打　矢　 斡 　 汰 ちゃん（仁志さん）川口
かん た

本　間　 結 　 灯 ちゃん（真人さん）川口
ゆう ひ

小　松　 春 　 琥 ちゃん（　充　さん）赤沼町
はる く

眞　坂　 優 　 也 ちゃん（晃一さん）大浦
ゆう や

神　坂　 真 　 翔 ちゃん（信行さん）石脇
まな と

鈴　木　 永 　 愛 ちゃん（雄太さん）大鍬町
と あ

藤　本　 広 　 映 ちゃん（広美さん）石脇
ひろ あき

神　谷　 橙 　 子 ちゃん（龍男さん）石脇
とう こ

伊　藤　 拓 　 海 ちゃん（直樹さん）花畑町一丁目
たく み

松　田　 吉 　 弥 ちゃん（吉之さん）浜三川
よし や

長　瀧　 愛  結  花 ちゃん（　昂　さん）中梵天
あ ゆ か

田　崎　　　 洋 ちゃん（英一さん）松ヶ崎
よう

梶　原　 明 　 愛 ちゃん（　謙　さん）矢島町七日町
めい あ

三　浦　 嘉 　 晟 ちゃん（浩征さん）吉沢
よし あき

渡　部　 斗 　 磨 ちゃん（和也さん）小菅野
とう ま

東海林　 明 　 梨 ちゃん（　悠　さん）�岡
あか り

遠　藤　 環 　 菜 ちゃん（友和さん）東由利法内
かん な

鈴　木　 芽 　 結 ちゃん（　徹　さん）西目町沼田
め い

阿　部　 光 　 遥 ちゃん（拓也さん）西目町西目
こう よう

三　浦　 由 　 良 ちゃん（　仁　さん）西目町出戸
ゆ ら

小　沼　 大 　 和 ちゃん（直幸さん）鳥海町上笹子
やま と

眞　坂　 泰 　 地 ちゃん（　悠　さん）鳥海町猿倉
たい ち

佐　藤　　　 湊 ちゃん（　悟　さん）鳥海町上川内
みなと

（　）は保護者

鎌田勝三氏（旧本荘市功労者・上大野）は、６月１１

日永眠されました。氏は、長年にわたり建具製作業

を営まれ、独創的なデザインや卓越した加工技術に

より、本荘建具の名声を高めました。また、本荘建

具組合副会長などを歴任され、後継者育成や業界の

地位向上に尽力されました。平成５年「現代の名

工」受賞。平成８年黄綬褒章受章。平成８年旧本荘

市産業功労者顕彰。享年６８歳。

〈５月２５日～６月１５日受付分〉

柴　田　倉　治さん（８３歳）西梵天

長谷川　マツエさん（８６歳）砂糖畑

工　藤　重　子さん（７６歳）花畑町二丁目

工　藤　幸　ニさん（７９歳）石脇

嵯　峨　チ　サさん（８４歳）宮内

渡　邊　彌　市さん（８９歳）薬師堂

木　島　ヤ　スさん（９３歳）大鍬町

齋　藤　一　夫さん（７２歳）玉ノ池

佐　藤　香　代さん（８５歳）日役町

�　野　クニヨさん（８３歳）二十六木

岡　本　鐵之助さん（９３歳）川口

尾　森　　　清さん（８２歳）畑谷

佐々木　洋　介さん（６４歳）松ヶ崎

齊　藤　イ　ネさん（９３歳）内越

鎌　田　勝　三さん（６８歳）上大野

猪　股　テ　ルさん（７５歳）館

佐々木　健　市さん（８２歳）二番堰

加　藤　銀　造さん（８８歳）東梵天

小　松　冨美子さん（６１歳）谷山小路

阿　部　　　良さん（８９歳）矢島町七日町

佐々木　金　一さん（７５歳）矢島町川辺

金　子　武　美さん（５４歳）矢島町元町

堀　井　キクヱさん（８５歳）岩城内道川

鎌　田　國太郎さん（７５歳）岩城亀田亀田町

阿　部　孝　一さん（６７歳）岩城滝俣

吉　野　次　夫さん（６６歳）岩城勝手

小助川　サダヱさん（９４歳）岩城亀田愛宕町

小　松　ハ　ナさん（８９歳）岩城内道川

佐　藤　加　一さん（８７歳）吉沢

小助川　　　操さん（８０歳）深沢

加　藤　小　市さん（７９歳）長坂

打　矢　一　男さん（６５歳）岩谷町

田　口　ミ　サさん（８６歳）加賀沢

吉　尾　良　次さん（８４歳）牛寺

「おくやみ」「お誕生」に掲載を希望される方は、市民生活課または各総合支所市民課、出張所窓口にお申し出ください。

神　坂　重　一さん（７８歳）滝

畠　山　信太郎さん（７９歳）東由利舘合

佐　藤　�　雄さん（６８歳）東由利老方

石　井　キ　ミさん（７５歳）西目町出戸

齋　藤　金一郎さん（８８歳）西目町西目

阿　部　彌四郎さん（８２歳）西目町沼田

渡　辺　辻　子さん（８３歳）西目町沼田

佐　藤　啓　一さん（８０歳）西目町西目

赤　川　健之助さん（８３歳）鳥海町伏見

�　橋　常　雄さん（８３歳）鳥海町伏見

高　橋　ナ　ミさん（７３歳）鳥海町下笹子

佐　藤　ミ　チさん（８１歳）鳥海町下笹子

高　橋　武　男さん（６８歳）鳥海町下笹子

小　林　正　一さん（８２歳）鳥海町伏見

三　船　イサエさん（８３歳）鳥海町小川

広報ゆりほんじょう ３０

　

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の
と
っ
て
お
き

の
写
真
を
広
報
に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

広
報
広
聴
課
で
は
、
子
ど
も
の
笑
顔
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
…
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
市

　

内
在
住
に
限
る
）

■
内
容
…
①
写
真
一
枚
②
ひ
と
こ
と
コ
メ

　

ン
ト
③
子
ど
も
の
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

　

生
年
月
日
・
住
所
④
○
○
さ
ん
ち
の
○

　

○
部
分
⑤
連
絡
先
電
話
番
号

■
申
し
込
み
…
郵
送
か
メ
ー
ル
で
広
報

　

広
聴
課
へ
（
あ
て
先
な
ど
は
裏
表
紙
に

　

記
載
し
て
い
ま
す
）。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
紙
面
の
都

　

合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■子育て相談室をご利用ください
　子育てにお悩みの方を対象に、夜間に開設する相談
室です。

▽とき…毎週月曜日、木曜日　午後７時～９時

▽ところ…由利通信教育支援センター（佐藤病院隣り）

▽相談員…教育専門家、内科医

▽お問い合わせ…子育て相談室（�２２－１２３５）
■パックンポーチを作ってみよう
　バネ式の口金で、簡単にできるポーチを作ります。

▽とき…７月５日�　午前１０時～午後０時３０分

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム

▽講習料…２，０００円（材料費含む）

▽内容…今流行のリネンやレースを使ったポーチです。
　　携帯電話のケースにもなります。

▽持ち物…裁縫道具、定規、鉛筆

▽申し込み・お問い合わせ…ドリーム・テテ打矢さん
　　　（�７４－６０６２）

■小さな親切運動総会

▽とき…７月５日�　午後６時～

▽ところ…鶴舞会館

▽お問い合わせ…佐々木さん（�２３－２２３６）
■育児サークル「新婦人親子リズム会」であそぼ！
　体験会への参加者や会員を募集中です。 

▽とき…７月６日�、１３日�、２７日�
　　いずれも午前１０時３０分～正午 

▽ところ…本荘由利広域交流センター多目的ホール

▽内容…リズム体操､工作､絵本の読み聞かせ､おやつ 

▽対象…０歳から就学前までの乳幼児と親、祖父母
※体験会は無料ですが、通常は月会費１，０００円です。 

▽お問い合わせ…近藤さん（�２４－２７６７）
■第４回本荘・大船渡小学生バレーボール交流会

▽とき…７月１５日�～１６日�
　　１５日：午前１１時～開会式、午後０時３０分試合開始
　　１６日：午前８時３０分～試合開始

▽ところ…鶴舞小学校体育館ほか、１５日：本荘体育館、
　　１６日：尾崎小学校体育館

▽お問い合わせ…川村さん（�２２－１７５６）
■市民登山のお誘い「鳥海山に登りましょう」

▽とき…７月２３日�　午前６時～（小雨決行）

▽コース…鳥海山象潟口鉾立から登頂

▽日程…午前６時：市役所前集合（バスで出発）～午
　　前７時３０分：鉾立登山口出発～正午：山頂到着～
　　午後４時３０分：鉾立登山口へ下山～午後６時：市
　　役所前解散

▽参加料…３，０００円（バス代、保険料等）

▽定員…先着３０人　　 ▽主催…本荘山の会

▽持ち物・服装…昼食・飲料水など、雨具（防寒具）お
　　よび登山ができる服装、その他各自必要と思われ
　　るもの（靴は防水性の高いものが望ましいです）

▽申し込み・お問い合わせ…７月１８日�まで、石川さ
　　ん（�２２－３４４０、自宅：�２３－１６１７）、戸田さん
　　　（�５３－３５０１、自宅：�５３－２４１９）、今野さん（自
　　宅：�２３－３９０２）
■「市民盆踊り講習会」に参加しませんか
　お誘い合わせの上、多数ご参加ください。

▽とき…７月２３日�　午後１時～４時

▽ところ…鶴舞会館運動室　　 ▽参加料…５００円

▽内容…菖蒲カーニバルや町内の盆踊り大会などで踊
　　れる盆踊りの実技指導

▽対象…一般市民や踊りの愛好者など、どなたでも。
　　当日会場で直接受け付けします。

▽持ち物…上履き　　 ▽主催…本荘民謡踊り同好会

▽お問い合わせ…藤原さん（�２３－３４０３）

※８月１日号掲載希望の原稿は７月１４日（金）が締め切りです。


